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前
稿
に
引
き
続
き
、
旧
市
原
郡
内
に
け
る
漢
文
石
碑
・
資
料
の
翻
刻
を
行
っ
て

ゆ
く
。
本
稿
は
、
前
稿
で
触
れ
た
千
葉
昌
胤
（
旧
名
山
下
亀
吉
）
関
連
資
料
を
扱

う
。

　

な
お
、
こ
の
た
び
は
、
山
岸
弘
明
氏
、
野
田
里
美
氏
、
二
松
學
舎
大
学
図
書

館
、
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
に
格
別
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
に
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
誌
査
読
委
員
か
ら
も
懇
切
な
ご
教
示
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

凡
例

一 

、
本
稿
で
取
り
扱
う
漢
文
碑
・
資
料
は
、
各
時
代
の
価
値
観
や
生
活
誌
が

窺
え
る
も
の
や
、
歴
史
的
事
件
を
表
記
し
た
も
の
な
ど
、
文
化
的
・
歴
史

的
価
値
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。

一 

、
単
に
物
故
者
の
俗
名
や
戒
名
、
係
累
、
没
年
月
日
な
ど
を
記
し
た
も
の

は
基
本
的
に
省
く
。
ま
た
、
宝
塔
の
類
も
、
通
常
、
陀
羅
尼
経
の
文
言
を

連
ね
た
に
と
ど
ま
る
た
め
、
基
本
的
に
対
象
か
ら
外
す
。
但
し
、
高
名
な

漢
学
者
に
よ
る
文
は
、
そ
れ
自
体
、
文
化
的
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
全
て
翻
刻
の
対
象
に
入
れ
る
。
さ
ら
に
、
代
官
名
主
、
名
主
家
の

資
料
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
長
期
間
に
わ
た
り
名
望
家
と
目
さ
れ
て
き
た

と
同
時
に
、
地
域
の
歴
史
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う

歴
史
的
意
味
に
基
づ
き
、
特
記
す
る
場
合
が
あ
る
。

一 

、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
異
体
字
・
隷
書
・
篆
書
・
草
書
は
、
で
き
る
限

り
正
字
体
に
直
す
。

一 

、
原
文
は
基
本
的
に
全
て
白
文
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
句
点
を
施
す
こ
と

と
す
る
。（
但
し
、
一
部
の
も
の
に
は
、
も
と
も
と
句
点
が
付
さ
れ
て
い

た
た
め
、そ
れ
は
そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ
る
。そ
の
際
は
そ
の
旨
特
記
す
る
。）

一 

、
判
読
不
能
の
箇
所
に
は
□
を
附
し
、
脈
絡
や
残
存
字
形
か
ら
類
推
し
て

読
み
取
っ
た
文
字
は
（　

）
で
覆
っ
て
表
記
す
る
。
空
白
箇
所
に
は
（
空
）

を
付
す
る
。

一 
、
原
文
は
追
込
み
で
表
記
す
る
こ
と
と
し
、
改
行
は　

」
で
表
す
。

一 
、
行
政
区
画
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
明
治
三
十
年
四
月
施
行
の
「
郡
」

表
記
、
明
治
初
期
に
お
け
る
「
村
」
表
記
を
用
い
、
さ
ら
に
村
内
の
集
落

に
つ
い
て
は
「
〇
〇
地
区
」
と
表
記
す
る
。

千
葉
県
市
原
市
に
お
け
る
漢
文
石
碑
・
資
料
の
翻
刻
（
四
）

│
千
葉
昌
胤
（
旧
名
山
下
亀
吉
）
関
連
資
料　

そ
の
一
│

辻

井

義

輝
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千
葉
昌
胤
は
、
慶
応
二
年
二
月
、
旧
八
幡
村
の
飯
香
岡
八
幡
宮
社
家
（
祝
子

職
）
山
下
賢
治
源
庸
信
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
名
を
亀
吉
と
い
っ
た
。
明
治

十
九
年
七
月
か
ら
、
明
治
二
十
一
年
十
二
月
に
か
け
て
の
い
ず
れ
か
の
時
点
で
、

旧
今
富
村
の
千
葉
禎
太
郎
の
養
子
と
な
り
、
昌
胤
と
改
名
し
た
。
後
、
若
狭
四
方

蔵
の
長
女
わ
か
と
結
婚
し
、
明
治
三
十
年
十
月
、
長
女
よ
し
が
生
ま
れ
た（
１
）。

そ
の

他
の
伝
記
的
事
項
に
つ
い
て
は
、『
房
総
人
名
辞
書
』（
千
葉
毎
日
新
聞
社
、

一
九
〇
九
、一
一
四
頁
）
に
詳
し
い
。
以
下
、
該
当
箇
所
を
全
文
引
用
す
る
。

ち
ば
ま
さ
た
ね　
（
千
葉
昌
胤
）　

市
原
郡
海
上
村
の
人
な
り
、
明
治
十
四
年

春
三
島
中
洲
の
二
松
學
舎
に
入
り
卒
業
後
同
學
舎
の
幹
事
及
教
授
を
囑
託
せ

ら
れ
兼
て
杉
浦
天
䑓
の
東
京
英
語
學
校
長
時
代
よ
り
日
本
中
學
校
の
講
師
た

り
し
等
其
の
漢
學
に
於
て
は
夙
に
出
藍
の
譽
れ
あ
り
明
治
廿
七
年
冬
韓
國
度

支
部
補
佐
官
の
聘
に
應
じ
二
松
學
舎
及
び
日
本
中
學
校
を
辭
し
て
同
國
に
赴

任
し
官
制
の
起
案
、
文
書
の
翻
譯
等
に
従
事
せ
し
が
後
宮
内
省
奎
章
閣
の
囑

託
に
よ
り
皇
室
の
圖
書
十
有
五
萬
巻
の
整
理
に
從
ひ
其
漢
文
家
た
る
盛
名
は

蔚
然
と
し
て
同
國
儒
生
紳
士
の
間
に
嘖
々
た
る
の
み
な
ら
ず
彼
地
に
於
け
る

新
聞
大
韓
日
報
及
雑
誌
朝
鮮
等
に
於
て
も
適
所
適
材
の
評
あ
り
、
夙
に
起
き

晝
寢
の
習
癖
あ
り
忠
臣
義
士
の
時
代
講
談
物
を
愛
讀
す
、
長
女
芳
十
三
歳
京

城
居
留
民
團
立
第
一
尋
常
高
等
小
學
校
の
尋
常
六
年
級
に
あ
り
、
性
至
孝
、

作
文
は
級
中
の
優
位
を
占
む
、
現
住
は
韓
國
京
城
黄
金
町
二
十
一
番
戸
な
り

　

な
お
、
昌
胤
に
は
玉
玻
越
山
平
三
郎
と
の
共
同
編
纂
に
よ
る
『
利
剣
』（
明
治

二
十
二
年
十
月
十
四
日
出
版
、
北
村
金
次
郎
発
行
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
漢
文
、

英
文
、
和
文
か
ら
な
る
名
文
集
で
あ
り
、
本
稿
の
対
象
か
ら
外
れ
る
。
こ
の
書

は
、
後
、『
新
寸
鉄
』（
明
治
二
十
六
年
五
月
五
日
、
上
田
屋
大
売
捌
）
と
改
題
さ

れ
て
再
出
版
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
二
十
九
「
先
考
楽
山
府
君
墓
碣
銘
」（
千
葉

禎
太
郎
撰
、
明
治
十
七
年
）
は
、
小
金
沢
久
吉
編
『
昭
代
金
石
文
』（
明
治

三
十
四
年
、
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
に
お
い
て
、
原
碑
に
お
け

る
「
永
胤
」
を
「
某
」
に
改
め
、
撰
者
を
「
鹿
峰　

千
葉
昌
胤
」
と
変
え
た
上

で
、
原
碑
を
忠
実
に
翻
刻
し
た
体
で
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
同
記

述
は
明
ら
か
な
不
正
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
昌
胤
も
健
在
で
あ
っ
た
時

期
の
出
版
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
こ
の
碑
文
の
真
の
撰
者
が
昌
胤
で
あ
り
、
そ
れ

を
禎
太
郎
撰
と
し
て
墓
碑
に
刻
字
し
た
の
が
真
実
で
あ
っ
た
可
能
性
も
検
討
す
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。

資
料
三
十
六　
『
陪
遊
録
』

　

当
該
資
料
は
、
明
治
十
九
年
三
月
、
三
島
中
洲
が
旧
市
原
郡
今
富
村
千
葉
禎
太

郎
に
招
か
れ
た
際
、
三
島
に
随
伴
し
た
山
下
亀
吉
（
後
の
千
葉
昌
胤
）
が
漢
詩
文

で
綴
っ
た
行
遊
記
で
あ
る
。
三
島
中
洲
著
『
南
総
応
酬
詩
録
』
に
附
録
と
し
て
付

け
ら
れ
出
版
さ
れ
た
。
房
総
の
風
光
明
媚
な
光
景
を
少
壮
の
詩
人
な
が
ら
、
巧
み

に
詠
っ
て
い
る
。
原
典
で
は
、
全
体
の
四
分
の
三
の
ス
ペ
ー
ス
に
本
文
を
記
し
、

上
方
四
分
の
一
の
ス
ペ
ー
ス
に
三
島
中
洲
、
森
槐
南
に
よ
る
詩
評
を
記
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
詩
評
は
、
す
べ
て
注
で
示
し
た
。
ま
た
、
末
尾
に
は
三
島
中
洲
、
川
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北
梅
山（
２
）、

森
槐
南（
３
）に

よ
る
総
評
、
さ
ら
に
、
千
葉
貞
吉
に
よ
る
跋
文
が
添
え
ら
れ

て
い
る
。
奥
付
に
は
「
明
治
十
九
年
六
月
三
十
日
御
届
、
仝
年
七
月
出
版
、
著
作

者　

東
京
府
士
族　

三
島
毅　

東
京
麹
町
區
壹
番
町
四
十
五
番
地
、
著
作
者　

千

葉
縣
平
民　

山
下
龜
吉　

東
京
麹
町
區
壹
番
町
四
十
六
番
地
寄
留（
４
）、

出
版
人　

三

重
縣
士
族　

齋
藤
次
郎　

東
京
麹
町
區
壹
番
町
四
十
五
番
地
寄
留
、
発
行
書
肆　

商
弘
所　

東
京
中
橋
和
泉
町
五
番
地
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
陪
遊
録
』
の
原
典

に
は
、
末
尾
の
総
評
と
跋
文
を
除
い
て
、
も
と
も
と
、
句
点
と
圏
点
が
つ
い
て
い

る
。
句
点
漏
れ
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
本
稿
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
。
但

し
、
末
尾
近
く
の
「
来
時
是
雨
去
時
晴
晴
。」
は
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
る
の
で
句

点
を
改
め
た
。
末
尾
の
総
評
と
跋
文
に
つ
い
て
は
独
自
に
句
点
を
付
し
た
。

　

な
お
、「
舎
後
有
假
山
…
」
の
後
の
二
詩
は
、
か
つ
て
森
春
濤
編
『
新
文
詩　

別
集
』
二
十
四
号
に
「
對
潮
亭
自
題
」
と
題
さ
れ
、「
鹿
峰
小
史
亀
吉
」
の
名
で
明

治
十
五
年
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
際
「
蜑
」
は
「
漁
」
と
、「
淡
」

は
「
澹
」
と
、「
兼
」
は
「
儘
」
と
、「
漁
人
」
は
「
垂
綸
」
と
し
て
い
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
二
詩
の
あ
と
に
「
湖
山
曰
、
二
律
宜
做
一
篇
對
潮
亭
記
讀
。
槐
南
曰
、

風
格
遒
上
天
趣
、
自
然
不
厭
百
廻
吟
。」（
句
点
筆
者
）
と
小
野
湖
山
と
森
槐
南
に

よ
る
詩
評
が
付
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
題
村
荘
詩
」
の
二
詩
は
、「
題
梅
花
村
荘

壁
」
と
題
さ
れ
、「
鹿
峰　

千
葉
昌
胤
」
の
名
で
、
前
者
は
、
明
治
二
十
一
年
九

月
、『
学
』
第
三
篇
に
、
後
者
は
明
治
二
十
一
年
十
月
、『
学
』
第
四
篇
で
発
表
さ

れ
た
。
但
し
、
そ
の
際
「
正
」
を
「
將
」
に
、「
妝
」
を
「
装
」
に
改
め
て
発
表

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
原
文
は
、
全
て
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
閲

覧
で
き
る
。

　

千
葉
貞
吉
は
、
も
と
伝
内
と
い
い（
５
）、

の
ち
貞
吉
、
さ
ら
に
義
胤
と
改
め
、
大
正

二
年
十
一
月
十
二
日
、
享
年
四
十
五
歳
で
死
亡
し
た（
６
）。

　

な
お
、
こ
の
「
陪
遊
録
」
の
訳
読
に
つ
い
て
、
筆
者
は
「
三
島
中
洲
、
藤
森
天

山
、
小
永
井
岳
、
巌
谷
一
六
、
川
田
甕
江
ら
と
千
葉
県
旧
市
原
郡
の
文
人
た
ち
と

の
交
流
―
『
南
総
応
酬
詩
録
』『
陪
遊
録
』
を
中
心
に
し
て
―
」
と
題
し
て
、『
江

戸
風
雅
』
誌
に
連
載
発
表
中
で
あ
る（
７
）。「

陪
遊
録
」
に
で
て
く
る
多
く
の
登
場
人

物
た
ち
に
つ
い
て
も
、
同
誌
で
逐
一
、
解
説
し
て
い
る
。

陪
遊
録 

門
人　

鹿
峯
山
下
龜
吉
稿

中
洲
先
生
老
益
壮
。
好
山
水
遊
。
歳
之
丙
戌
三
月
。
挈
令
郎
士
胖
君
遊
我
南

總
。
蓋
與
余
義
兄
誠
齋
千
葉
君
有
約
也
。
先
發
軔
一
日
。
誠
齋
來
迎
。
先
生

乃
命
余
及
義
甥
千
葉
貞
吉
陪
從
焉
。
顧
余
平
生
埋
頭
於
破
帙
閒
。
塵
埃
汨
汨
。

不
免
山
水
嘲
。
今
忽
辱
此
命
。
喜
而
不
寐
。
坐
以
待

0

0

0

且0
 （
８
）

廿
五
日
拂
暁
出
都
。
先
生
與
誠
齋
乘
腕
車
。
士
胖
君
貞
吉
及
余
駕
馬
車
先

發
。
是
日
微
雨
。
寒
氣
迫
衣
。
凄
然
如
秋
。
余
謂
二
子
曰
。
恨
不
携
一
瓢

酒
。
既
而
過
市
川
抵
船
橋
。
雨
霽
見
日
。
相
顧
欣
然
。
此
閒
乍
而
麥

菜

圃
。
乍
而
竹
籬
茅
屋
。
車
窗
不
能
諦
視
。
而
西
沿
海
紺
碧
千
里
。
與
豆
相

諸
山
相
映
帶
。
宛
然
如
畫
。
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菜
黄
麥
綠
一
邨
邨
。
山
欲
眠
時
水
欲
奔

8

8

8

8

8

8

8

。
風
景
天
然
靈
活
處
。
詩
乾
坤
又
畫
乾

0

0

0

0

0

0

坤0

。
（
９
）

午
牌
達
千
葉
街
。
訪
家
仲
兄
。
仲
兄
豫
具
酒
肉
以
待
。
一
酔
醺
然
。
氣
力

頓
加
。
亦
足
以
忘
今
朝
雨
中
之
苦
。
辭
去
到
八
幡
驛
。
憩
家
伯
兄
對
潮
舎
。

以
待
先
生
。
伯
兄
頗
好
文
事
。
聞
先
生
之
遊
。
喜
弗
能
措
。
屢
出
門
以
望
。

余
去
年
不
幸
失
家
嚴
。
感
涙
交
腮
。
遂
謁
墓
。
賦
一
絶
。

供
罷
蘋
蘩
感
有
餘
。
廿
年
蝶
夢
枉

。
一
言
泣
報
黄
泉
下

0

0

0

0

0

0

0

。
兄
解
勤
家
弟
讀

0

0

0

0

0

0

書0

。
）
10
　（

舎
後
有
假
山
。
貞
吉
誘
士
胖
君
登
之
。
指
陳
遠
近
山
水
之
勝
。
余
曾
有
詩
。

附
錄
于
茲
。

小
築
居
然
枕
綠
灣
。
風
塵
不
到
卽
仙
寰
。
天
連
水
處
雙
峯
聳

8

8

8

8

8

8

8

。
雲
出
岫
邊
孤

8

8

8

8

8

鳥8

還8
。
蟹
舎
蜑
荘
踈
密
裏

8

8

8

8

8

8

8

。
淡
煙
微
雨
有
無
閒

8

8

8

8

8

8

8

。
詩
人
兼
作
漁
人
長
。
柔
櫓
輕
舟
去

自
閒）
11
（

。

菱
葉
蘋
花
小
釣
䑓
。
斜
陽
一
半
畫
圖
開
誰
歟
隔
岸
頻
吹
笛

8

8

8

8

8

8

8

8

。
我
正
鉤
簾
獨
擧
杯

8

8

8

8

8

8

8

。

螺
髻
雙
姑

0

0

0

0

●0）　
12
（

青
窈
窕

0

0

0

。
風
標
公
子
白
徘
徊

0

0

0

0

0

0

0

。
頭
銜
笑
署
新
漁
隱
。
消
受
涼
風
海
上

來
）
13
（

。
既
而
車
聲
轟
然

0

0

0

0

0

0

。
出
迎
則
先
生
也

0

0

0

0

0

0

。
家
母
伯
兄
相
謁
。
茶
菓
閑
唔
。
先
生
登

假
山
。
徘
徊
賦
七
絶
賜
余
。
次
韻
以
呈
。

水
自
吐
煙
山
吐
雲

0

0

0

0

0

0

0

。
此
如
青
黛
彼
如
紋

0

0

0

0

0

0

0

。
貧
家
別
占
風
光
富
。
欲
博
先
生
錦
繡

文
）
14
（

。
驛
距
誠
齋
宅
二
里
半
許
。
日
將
哺
。
誠
齋
促
先
生
。
辭
伯
兄
。
渡
養
老
川
。

天
暮
雨
至
。
路
之
凹
凸
與
車
之

。
挽
者
勞
而
乘
者
疲
。
初
更
始
達
。
痛

飲
就
寝
。

　
　

廿
六
日
從
先
生
遊
誠
齋
梅
花
村
荘
。
用
土
肥
石
齋
翁
韻
。
得
一
絶

紅
塵
掉
首
出
京
華
。
來
訪
白
雲
深
處
家
。
點
撿
春
光
十
分
好

0

0

0

0

0

0

0

。
幺
桃
花
映
老
梅

0

0

0

0

0

0

花0

。）
15
（

　
　

余
會
有
題
村
荘
詩
。
附
録
于
茲
。

流
水
潺
湲
繞
堵
牆
。
幽
禽
啼
歇
正
昏
黄
。
林
閒
月
出
花

8

8

8

8

8

痕
白
8

8

。
壁
上
煙
生
酒
影

8

8

8

8

8

8

香8
。
吹
笛
有
仙
傳
遠
韻

0

0

0

0

0

0

0

。
賣
珠
無
婢
不
新
妝

8

8

8

8

8

8

8

。
欲
題
佳
句
酬
佳
景
。
酔
後
吟
眸
奈
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渺
茫）
16
（

。

淡
煙
一
抹
弄
新
晴
。
過
眼
春
光
也
有
情
。
坐
客
風
流
皆
傲
世
。
主
人
澹
泊
不
沽

名
。
高
山
流
水
琴
心
古

8

8

8

8

8

8

8

。
踈
影
暗
香
仙
夢
淸

8

8

8

8

8

8

8

。
林
下
掃
苔
相
對
酌

0

0

0

0

0

0

0

。
天
風
吹
落
翠

0

0

0

0

0

禽0

聲0

）
17

 
　（

過
午
誠
斎
爲
先
生
招
石
齋
翁
及
鴇
矢
・
佐
久
間
・
元
吉
・
伊
藤
・
小
出
諸
君

十
數
人
開
宴
。
既
而
客
散
。
先
生
示
柴
原
議
官
宅
看
梅
近
作
二
律
。
命
次
韻
。

陪
遊
何
幸
共
淸
歡
。
又
借
梅
林
仔
細
看
。
風
磬
欲
敲
香
雪
墜
。
苔
根
渾
訝
老
龍

蟠
。
野
人
於
禮
淡
如
水

8

8

8

8

8

8

8

。
夫
子
之
言

8

8

8

8

幽
似
蘭

8

8

8

。
此
景
此
情
皆
道
味
。
居
然
忘
却
世

途
酸
。

一
座
新
知
與
舊
知
。
酒
三
行
後
眼
迷
離
。
梅
花
逢
雨
有
矜
色

8

8

8

8

8

8

8

。
山
態
随
雲
無
定

8

8

8

8

8

8

姿8
。
所
愧
才
疎
吟
易
苦
。
更
兼
腕
弱
筆
難
奇
。
自
嘲
自
解
君
聽
取
。
曾
學
文
章
不

學
詩）
18
（

。此
夜
先
生
次
巖
古
梅
韻
示
鴇
矢
君
。
余
亦
傚
顰
。

幾
生
修
到
小
神
仙
。
占
斷
乾
坤
以
外
天
。
夢
裏
珊
珊
環
佩
響
。
月
團
圓
處
抱
花

眠
）
19
（

。

四
更
夢
覺
欹
枕

0

0

0

0

0

0

。
則
先
生
依
然
挑
燈
拈
韻

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
余
竊
嘆
昔
范
堯
夫
晝
夜
肄
業
。

置
燭
帳
中
。
夜
分
不
寐
。
今
先
生
學
貫
古
今
。
年
亦
垂
耳
順
。
尚
勉
強
如
此
。

我
輩
懶
眠
。
豈
不
慚
愧
乎
。
因
起
執
筆
。
記
此
日
之
事
。

廿
七
日
先
生
赴
元
吉
君
招
飲
。
余
亦
從
焉
。
酒
酣
。
主
人
延
先
生
於
其
觀
稼

樓
。
樓
眺
望
絶
佳
。
二
十
四
村
落
之
景
。
悉
聚
寸
眸
。
先
生
僅
着
坐
。
咄
嗟

賦
詩
。
余
退
次
其
韻
。

酔
對
春
風
倚
書
樓
。
繞
田
綠
水
漲
如
油
。
定
知
花
謝
鵑
啼
處

0

0

0

0

0

0

0

。
笠
雨
蓑
煙
遇
麥

0

0

0

0

0

0

秋0

。
又
獲
一
絶

南
陌）
20
（

東
阡
曲
又
斜
。
萋
萋
草
色
夕
陽
加
。
無
人
種
箇
閒
桃
李

0

0

0

0

0

0

0

。
一
種
春
風
野
菜

8

8

8

8

8

8

花8
。）
21
（

廿
八
日
從
先
生
赴
佐
久
間
君
招
飲
。
途
上
歩
先
生
行
徳
驛
近
作
韻
。
賦
所
見
。

桃
菴
杏
村
西
又
東
。
吟
眸
都
在
書
圖
中
。
多
情
堪
羨
還
堪
惜
。
春
事
年
年
屬
野

翁
。
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既
到
主
人
置
酒
於
其
養
老
山
房
。
酒
醇
魚
鮮
。
余
頃
刻
耳
熱
。
乃
穿
屐
歩
庭
。

獲
一
絶
。
呈
之
先
生
。
先
生
次
韻
以
賜
。

映
對
青
松
與
白
梅
。
夕
陽
影
裏
且
徘
徊
。
他
年
修
得
斯
文
後
。
養
老
山
房
養
老

來
。

酔
後
登
秋
暉
樓
。
樓
所
見
。
與
觀
稼
樓
同
景
而
異
趣
。
先
生
有
詩
。
余
欲
次

韻
不
得
。
夜
歸
乃
賦
。

林
月
煙
籠
竹
裏
扉

0

0

0

0

0

0

0

。
疎
燈
如
豆
影
依
微

0

0

0

0

0

0

0

。
一
灣
流
水
小
橋
外

0

0

0

0

0

0

0

。
只
有
詩
人
扶
酔

0

0

0

0

0

0

歸0

。）
22
（

此
日
小
出
君
索
勿
來
關
咏
櫻
圖
題
詩
。
先
生
席
上
走
筆
。
賦
贈
一
絶
。

廿
九
日
石
齋
翁
贈
鯉
魚
雙
尾
於
先
生
。
潑
剌
躍
籃
。
附
以
詩
。
先
生
次
韻
以

謝
。
余
亦
次
韻
呈
翁
。

杳
然
乘
筏
隱
江
湖
。
養
得
天
眞
綽
有
餘
。
徳
教
行
看
洋
溢
處
。
蒭
蕘
雉
兎
亦
知

書
。
湖
字
亦
原
韻

伊
藤
君
招
飲
。
使
一
紅
袖
行
酒
。
興
更
濃
。

過
午
先
生
與
士
胖
君
上
歸
途
。
赴
登
戸
村
海
爲
隣
樓
蓋
應
縣
官
及
舊
門
人
之

招
也
。
前
日
誠
齋
宅
所
會
諸
君
。
悉
送
到
養
老
川
。
川
上
曰
町
田
村
。
桃
花

數
千
株
。
錦
繡
爛
然
。
誠
齋
導
先
生
入
林
中
。
殆
迷
方
嚮
矣
。
林
外
碧
流
一

道
。
蜒
蜿
如
長
蛇
。
即
養
老
川
也
。
時
方
夕
陽
。
紅
綠
相
映
。
使
人
有
武
陵

渓
上
之
想
。
余
次
先
生
勿
來
關
韻
賦
一
絶
。
遂
飲
別
。

遠
處
疑
雲
近
處
霞

0

0

0

0

0

0

0

。
幾
人
尋
到
夕
陽
斜

0

0

0

0

0

0

0

。
偶
隨
流
水
杳
然
去

0

0

0

0

0

0

0

。
便
是
武
陵
源
上

0

0

0

0

0

0

花0

。）
23
（

卅
日
余
與
貞
吉
追
從
先
生
於
海
爲
隣
樓
。
先
生
見
示
所
獲
七
律
。
余
乃
次
韻

賦
所
見
。

笑
卸
奚
嚢
袖
浦
潯
。
追
陪
漫
試
酔
餘
吟
。
雲
知
人
意
展
仍
卷
鷗
與
吾
生
浮
又
沈

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

。

何
處
隨
風
長
笛
動
。
此
閒
沿
岸
書
樓
臨
。
萬
千
氣
象
坐
呼
吸

0

0

0

0

0

0

0

。
偏
覺
師
恩
如
海

0

0

0

0

0

0

深0

。）
24
（

卓
午
辭
樓
。
先
生
乘
誠
齋
所
具
車
。
余
輩
三
人
駕
馬
車
歸
。
此
日
天
氣
澄
霽
。

眺
矚
之
美
。
非
復
前
日
之
比
也
。
車
上
得
一
絶
。

來
時
是
雨
去
時
晴

0

0

0

0

0

0

0

。 
晴
雨
風
光
各
樣
淸

0

0

0

0

0

0

0

。
到
處
詩
人
知
己
在
。
靑
山
如
送
水
如

0

0

0

0

0

0
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迎0

。
黄
昏
達
京
。
次
先
生
寄
千
葉
縣
令
詩
韻
。

歸
來
神
逝
總
南
州
。
唱
和
杯
盤
樂
事
悠
。
匆
率
解
嚢
先
一
笑

0

0

0

0

0

0

0

。
探
春
遊
是
探
詩

0

0

0

0

0

0

遊0

。
余
平
生
不
好
作
詩
、
然
每
出
遊
、
觸
興
應
感
、
必
賦
以
代
日
録
、
故
其
詩
粗

惡
、
不
啻
瓦
礫
、
常
招
世
人
譏
笑
、
此
遊
幸
携
足
下
、
足
下
年
少
才
敏
、
每

余
詩
成
、
在
側
必
次
韻
、
句
句
珠
玉
、
篇
篇
錦
繡
、
能
使
余
瓦
礫
發
光
輝
、

嗚
呼
、
余
門
有
出
藍
之
才
如
此
、
所
謂
惡
言
、
不
聞
于
耳
者
、
將
於
是
乎
在

矣
　
　

丙
戌
夏
五　
　
　
　

中
洲
老
人
毅
識

卷
中
諸
作
概
係
次
韻
、
多
多
益
辨
、
曾
無
澁
滯
之
痕
、
足
見
才
之
敏
而
腕
之

靈
、
中
洲
翁
門
、
雖
多
能
文
之
士
、
不
得
不
先
屈
指
山
下
兄
矣

　
　

丙
戌
五
月
廿
八
日　

梅
山
隱
士
長
顒
妄
評

伴
得
仙
師
束
道
装
、
寒
流
石
上
笑
褰
裳
、
提
胡
小
鳥
啼
郊
外
、
拾
翠
幽
人
愛

夕
陽
、
春
樹
綠
生
千
葉
縣
、
夜
梅
香
古
一
花
荘
、
憐
君
寒
瘦
詩
標
格
、
弟
子

韓
門
獨
擅
場

　
　

丙
戌
五
月
、
森
大
來
拝
讀
、
題
一
律
以
代
總
評

陪
遊
録
跋

羹
之
與
炙
、
味
雖
異
、
其
悦
口
一
也
、
詩
亦
然
、
以
我
淡
笑
彼
濃
、
以
我
巧
譏
彼

拙
、
猶
羹
者
炙
者
不
相
容
、
豈
能
知
味
者
哉
、
歳
丙
戌
春
、
中
洲
先
生
、
應
家
君

之
招
、
遊
其
梅
花
村
荘
、
有
詩
曰
、
南
總
應
酬
詩
録
、
門
人
請
付
之
活
版
、
先
生

命
附
録
舅
氏
山
下
鹿
峯
君
詩
於
其
後
、
可
謂
羹
炙
共
陳
而
口
味
得
全
矣
、
顧
貞
亦

辱
陪
遊
而
不
能
拾
先
生
餘
唾
、
今
跋
之
乃
所
以
書
其
憾
也
、
嗚
呼
、
世
之
讀
此
跋

者
、
若
曰
羹
炙
既
陳
矣
、
山
蔬
野
筍
不
足
復
陳
、
則
亦
非
能
知
味
者
也

 

千
葉
貞
吉
謹
撰　

資
料
三
十
七　

正
風
俗
策
上

　

当
該
資
料
は
、
明
治
二
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
発
兌
『
学
』
第
六
号
（
江
東

義
塾
学
会
）
に
発
表
さ
れ
た
随
筆
で
あ
る
。
程
頤
の
「
定
性
書
」
の
思
想
に
基
づ

い
て
、
当
時
の
時
勢
を
批
判
し
、
歴
史
的
に
は
、
前
漢
の
文
帝
、
唐
の
太
宗
を
政

治
の
成
功
例
と
し
て
も
ち
あ
げ
、
前
漢
の
武
帝
、
唐
の
高
祖
、
北
宋
の
神
宗
を
失

敗
例
と
し
て
挙
げ
て
、
事
態
を
解
決
す
る
方
策
は
、
結
局
「
制
度
の
私
愛
を
節

し
、
以
て
道
徳
の
本
心
に
反
る
の
み
」
と
結
論
し
て
い
る
。
文
中
に
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
、
割
注
の
形
式
で
三
島
中
洲
の
評
論
が
挿
入
さ
れ
、
さ
ら
に
文
末
に
、
三
島
中

洲
の
「
正
喩
並
び
行
わ
れ
、
反
覆
し
て
厭
わ
ず
。
蘇
文
を
讀
む
如
く
、
議
論
、
尤
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も
時
弊
に
切
當
す
（
下
略
）」
と
す
る
総
評
、
さ
ら
に
、
続
緑
海
の
「
聴
雨
詩
」

に
次
韻
し
た
昌
胤
の
漢
詩
、
こ
の
詩
に
対
す
る
竺
原
（
笠
原
で
あ
ろ
う
）
東
郷
の

詩
評
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

続
緑
海
は
、
名
は
敬
太
郎
、
緑
海
と
号
し
た
。
佐
倉
藩
成
徳
書
院
総
裁
・
続
豊

徳
の
長
男
。
そ
の
履
歴
に
つ
い
て
、
委
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
東
京
品
川
で
教
員

を
務
め
て
い
た
こ
と）
25
（

や
、
明
治
三
十
年
に
千
葉
県
千
葉
町
に
住
し
て
い
た
こ
と）
26
（

が

わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
妻
は
、
藩
校
医
学
部
教
授
中
里
忠
庵
（
水
翁
）
の
次
女）
27
（

。

二
松
学
舎
の
佐
倉
達
山
と
も
交
友）
28
（

が
あ
っ
た）
29
（

。

　

該
資
料
は
上
篇
と
銘
打
た
れ
て
い
る
が
、
下
篇
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ

て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
書
か
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
『
正
風
俗

策
上
』
の
原
典
に
は
、
も
と
も
と
、
句
点
と
圏
点
が
つ
い
て
い
る
。
本
稿
も
そ
れ

を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
。
た
だ
し
、
三
島
中
州
の
総
評
、
昌
胤
の
漢
詩
の
詩
題
、

笠
原
東
郷
の
詩
評
に
は
句
点
が
付
い
て
い
な
い
た
め
、
独
自
に
付
し
た
。
原
文

は
、
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
も
閲
覧
で
き
る
。

　
　
　

正
風
俗
策
上 

鹿
峰　

千
葉
昌
胤　
　

有
溺
于
色
者
。
留
連
荒
亡
。
無
所
忌
憚
。
此
人
也
既
喪
其
本
心
矣
。
諫
之
則
激
。

不
諫
則
將
傷
精
破
産
也
。
爲
之
父
兄
者
。
果
何
術
以
處
之
。
與
拱
手
視
其
弊
。
寧

節
私
愛
反
之
本
心
耳
。
藥
不
瞑
眩
其
病
不
愈
。
是
智
者
處
變
之
斷
也
。
甚
矣
世
之

溺
西
洋
制
度
。
而
喪
我
國
固
有
之
道
徳
也
。
夫
道
徳
心
也
。
制
度
手
足
也
。
天
下

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

何
人
無
手
足
。
何
國
無
制
度
。
然
徒
恃
制
度
。
而
不
本
道
徳
。
猶
不
依
心
而
動
手

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

足
也

0

0

。
雖
能
知
覺
行
止
。
如
酔
人
狂
夫
。
其
不
亡
身
者
幾
希

 

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

。
中
洲
曰

確
喩

繇
此
觀
之
。

心
與
手
足
。
必
不
可
不
相
須
。
而
道
徳
之
於
制
度
。
亦
必
不
可
相
離
也
。
昔
者
孝

武
作
均
輸
平
準
法
。
興
利
佐
費
。
而
天
下
痩
矣
。
神
堯
定
均
田
租
庸
調
法
。
而
民

以
安
。
均
治
制
度
也
。
而
其
效
之
所
以
相
反
者
。
無
他
在
於
捨
道
徳
與
否
耳
。
前

鑑
如
此
。
而
上
下
擾
然
。
不
啻
不
信
我
之
心
。
反
併
其
手
足
。
借
之
他
人
。
是
率

上
下
溺
色
也
。
欲
其
不
傷
精
破
産
得
乎
。
是
故
斂
愈
急
矣
。
而
國
債
山
積
。
倉

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

廩

匱
缺
。
法

0

0

 

0

愈8
密
矣
。
而
兇
徒
出
没

0

0

 

0

0

0

0

0

。
學

 

0

愈8
開
。
不
足
以
化
子
弟
。
武

0

 

0

0

0

0

0

0

 

0

愈8
張
。
不
足

0

 

0

0

以
禦
外
侮
。
有
司

0

0

0

0

 

0

0

愈8
營
其
私
。
庶
民

0

0

0

 

0

0

愈8
移
其
業

0

0

0

。
夤
緣
姦
黠
之
徒

 

0

0

0

0

0

0

愈8
增
。
而
節
義

0

 

0

0

0

廉
耻
之
士

0

0

0

0

愈8
減
。
奢
侈
淫
逸
之
風

0

 

0

0

0

0

0

0

愈8
行
。
而
儉
素
質
朴
之
習

0

 

0

0

0

0

0

0

0

愈8
止0

。
又
曰
十
箇
愈
字
愈
出

愈
妙
如
狂
瀾
怒
濤
層

重
而
至
其

勢
不
可
禦
嗚
呼
世
道
風
俗
之
廢
潰
滅
裂
。
一
奚
至
于
此
也
。
今
而
不
救
藥
。
國
家
命

脈
長
短
未
可
知
也
。
然
則
其
策
何
如
。
曰
節
8

8

制
度
之
私
愛

8

8

8

8

8

。
以
反
道
徳
之
本
心
而

8

8

8

8

8

8

8

8

已
矣
8

8

。
孝
文
以
徳
化
民
。
宮
室
苑
囿
。
車
騎
服
御
。
無
所
損
益
。
風
俗
敦
厚
。
家

給
人
足
。
西
漢
之
盛
。
以
此
爲
第
一
。
太
宗
即
位
。
從
魏
徴
言
。
行
仁
義
之
道
。

去
奢
省
費
。
輕
徭
薄
賦
。
風
化
之
美
。
東
至
于
海
。
西
及
五
嶺
。
三
代
以
還
未
之

有
也
。
夫
穀
之
養
人
也
。
終
始
不
更

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

。
有
魚
菜
者
。
日
新
其
種
。
以
調
其
味
。
人

 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

或
斥
穀
曰
。
是
陳
耳
迂
耳
。
而
徒
用
魚
菜
。
豈
不
枯
死
乎

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

。
如
神
宗
立
新
法
是

也
。
彼
孝
文
太
宗
獨
可
謂
善
知
所
養
矣
。
居
今
日
之
弊
。
欲
免
枯
死
。
則
不
可
不

滅
魚
菜
以
飫
于
穀
也
。
苟
上
而
先
試
之
。
下
烏
不
從
。
上
下
共
改
養
。
而
國
家
肥

矣
。
夫
然
後
世
道
可
得
而
復
也
。
風
俗
可
得
而
正
也
。
國
家
命
脈
可
得
而
長
也
。

是
所
謂
生
死
肉
骨
之
道
也
。
嗚
呼
蝮
蝎
噬
指
。
非
截
手
則
不
免
毒
。
當
路
君
子
豈

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

可
無
此
勇
斷

0

0

0

0

0

哉0

又
曰
好

掉
尾
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三
島
中
洲
曰　

正
喩
並
行
、
反
覆
不
厭
、
如
讀
蘇
文
、
議
論
尤
切
當
時
弊
、

然
酔
夫
狂
人
聴
之
却
目
、
言
者
爲
酔
夫
狂
人
亦
不
可
知
、
評
畢
長
大
息
者
三

佐
倉
續
綠
海
見
寄
香
山
詩
紀
、
乃
次
卷
中
聴
雨
詩
韻
、
賦
以
代
總
評

 

千
葉　

鹿
峰　
　

養
病
遊
兼
避
暑
遊
。
浴
餘
笑
倚
夕
陽
樓
。
蓬
々
雲
出
岫
頭

8

8

8

8

8

8

去
。
8

々
泉
廻

8

8

8

巌
角
8

8

流8
。
興
到
有
詩
忘
曆
日

8

8

8

8

8

8

8

。
閑
來
無
夢
落
封
候

8

8

8

8

8

8

8

。
欽
君
一
種
傳
神
筆
。
描
取
香
山
畫

裏
秋
。竺

原
東
郷
云
、
運
腕
綽
々
、
不
見
窘
苦
之
態
、
僕
固
服
君
別
才
也

資
料
三
十
八　
「
漢
詩
」
一
首

　

当
該
資
料
は
、
明
治
二
十
二
年
五
月
十
五
日
付
『
東
海
新
報
』「
雑
録
」
に
収

録
さ
れ
た
漢
詩
で
あ
る
。
題
辞
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
千
葉
県
会
議
員
清
宮
廉
堂

が
そ
の
祖
父
清
宮
秀
堅
の
遺
著
を
出
版
し
よ
う
と
し
た
際
、
川
田
甕
江）
30
（

が
そ
れ
に

対
し
、
詩
を
詠
ん
で
寄
こ
し
た
。
そ
こ
で
、
廉
堂
は
そ
の
川
田
の
詩
に
百
首
の
次

韻
を
付
け
よ
う
と
画
策
し
た
。
そ
の
話
は
同
じ
く
県
会
議
員
を
務
め
て
い
た
千
葉

禎
太
郎
を
経
て
、
昌
胤
に
も
来
た
。
そ
こ
で
、
昌
胤
は
廉
堂
と
秀
堅
を
称
賛
す
る

次
韻
を
詠
ん
だ
の
だ
と
い
う
。
当
該
資
料
は
、
こ
の
昌
胤
の
詩
の
あ
と
に
、
川
北

梅
山
の
詩
評
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
続
部
分
に
旧
市
原
郡
今
富

村
の
伊
藤
宣
太
郎
、
同
村
の
小
出
寛
作
の
詩
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
原
典

は
、
も
と
も
と
、
詩
に
は
句
点
と
圏
点
、
散
文
に
は
圏
点
の
み
が
つ
い
て
お
り
、

詩
評
は
白
文
の
ま
ま
で
あ
る
。
本
稿
は
詩
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
反
映

し
、
散
文
と
詩
評
に
つ
い
て
は
、
独
自
に
句
点
を
付
け
た
。
さ
ら
に
、
左
記
原
文

中
に
お
け
る
鍵
括
弧
は
、
原
典
に
付
さ
れ
て
い
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

清
宮
廉
堂
は
、
安
政
三
年
一
二
月
一
日
、
清
宮
利
平
治
の
子
と
し
て
香
取
郡
佐

原
町
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
辰
太
郎
、
諱
は
堅
実
、
号
は
廉
堂）
31
（

。
字
は
卓
爾
、
立

と
い
う
名
も
あ
っ
た）
32
（

。
四
歳
の
と
き
父
と
死
別
し
、
十
七
歳
で
家
を
継
ぎ
、
十
一

代
利
右
衛
門
を
襲
名
し
た
。
祖
父
秀
堅
は
『
下
総
旧
事
考
』
の
著
者
。
幼
少
の
頃

は
祖
父
の
膝
下
で
養
育
さ
れ
、
長
じ
て
は
鹿
島
吉
門
に
つ
い
て
漢
籍
を
学
び
、
の

ち
並
木
栗
水
に
学
ん
だ
。
明
治
九
年
、
十
九
歳
に
し
て
香
取
郡
佐
原
町
初
代
戸
長

に
つ
い
た
。
明
治
十
九
年
三
月
、
県
会
議
員
に
当
選
し
た
。
県
会
に
お
い
て
は
、

常
に
卓
越
し
た
意
見
を
述
べ
、
よ
く
審
議
の
動
向
を
導
い
た
。
特
に
土
木
事
業
に

関
し
て
大
き
く
貢
献
し
た
。
同
二
十
三
年
、
議
員
退
任
後
は
、
佐
原
町
会
議
員
を

八
年
間
務
め
た
。
ま
た
、
教
育
・
文
化
の
振
興
に
対
し
て
志
厚
く
、
明
治
十
五

年
。
桜
崖
塾
を
設
け
、
ま
た
祖
父
の
遺
稿
や
『
香
取
文
書
纂
』
を
刊
行
し
た
。
巌

谷
一
六
、
村
岡
良
弼
ら
漢
学
者
と
の
交
わ
り
が
深
く
、
自
ら
も
優
れ
た
詩
文
を
作

り
、『
廉
堂
集
』
を
上
梓
し
た
。
大
正
三
年
三
月
二
十
日
死
去）
33
（

。
そ
の
妻
外
山
氏

と
の
間
に
二
女
あ
り
、
津
宮
村
久
保
木
惟
敬
を
婿
養
子
に
迎
え
る
。
惟
敬
は
利
右

澄
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衛
門
と
称
し
、
町
会
議
員
を
務
め
た）
34
（

。

　

清
宮
秀
堅
は
、
文
化
六
年
十
月
一
日
、
清
宮
尚
之
（
号
滄
州
）
の
子
と
し
て
、

香
取
郡
佐
原
町
に
生
ま
れ
た
。
字
は
穎
栗
、
小
字
は
秀
太
郎
、
の
ち
総
三
郎
、
つ

い
で
利
右
衛
門
。
号
は
棠
陰
、
縑
浦
漁
者
。
秀
堅
は
、
四
歳
の
と
き
母
が
死
に
、

九
歳
の
と
き
父
が
死
に
、
そ
の
後
、
祖
母
に
養
わ
れ
た
。
若
年
時
、
詩
画
に
長
じ

て
い
た
父
の
著
書
を
読
み
、
人
に
は
学
問
が
絶
対
に
必
要
で
あ
り
、
学
ぶ
な
ら

ば
、
実
用
を
旨
と
す
べ
き
と
考
え
、
学
問
に
励
ん
だ
。
し
か
し
、
祖
母
が
存
命
で

あ
る
た
め
、
遠
方
に
遊
学
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
津
宮
村
の
久
保
木
竹
窓
、
常
陸
潮

来
の
宮
本
茶
村
な
ど
、
先
輩
に
疑
義
を
質
す
に
と
ど
め
た
。
そ
の
頃
、
家
産
が
大

い
に
傾
い
て
い
た
た
め
、
秀
堅
は
粗
衣
粗
食
に
甘
ん
じ
て
、
懸
命
に
努
め
、
経
営

を
回
復
し
た
。
二
十
七
歳
、
里
正
と
な
り
、
二
年
で
職
を
辞
し
、
領
主
津
田
氏
の

命
に
よ
り
、
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
。
天
保
十
三
年
、
領
主
津
田
氏
に
給
人
格
に

抜
擢
さ
れ
、
数
年
で
財
政
を
黒
字
に
し
、
章
服
刀
剣
を
賜
り
、
士
席
に
列
せ
ら
れ

た
。
津
田
氏
が
駿
府
加
番
と
な
る
と
、
半
年
間
付
き
従
っ
た
。
こ
の
間
、
前
後

二
十
余
年
間
、
い
つ
も
伊
能
徳
輝
と
協
力
し
て
、
財
政
の
回
復
に
努
め
、
つ
い
に

物
頭
席
に
進
ん
だ
。
文
久
三
年
、
水
戸
の
浪
士
が
四
方
を
荒
し
、
佐
原
も
そ
の
被

害
を
受
け
、
村
吏
は
逃
げ
た
が
、
秀
堅
は
徳
輝
と
協
力
し
て
、
こ
れ
に
身
を
挺
し

て
応
じ
た
。
の
ち
、
堀
田
領
と
な
り
、
浪
士
が
討
伐
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
秀

堅
は
こ
れ
に
物
資
面
で
協
力
し
、
堀
田
候
に
賞
さ
れ
、
謁
見
を
賜
っ
た
。
明
治
五

年
、
印
旛
県
に
招
聘
さ
れ
て
、
地
理
に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
、
同
六
年
、
新
治
県
に

地
理
編
集
の
任
に
あ
た
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
香
取
、
海
上
、
匝
瑳

三
郡
を
歴
訪
し
、『
三
郡
小
誌
』
を
著
し
た
。
明
年
、
辞
職
す
る
。
晩
年
、
権
中

講
義
に
任
用
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、『
三
条
余
論
』
を
著
し
た
。
ま
た
、
私
財
を

投
じ
て
、
本
村
か
ら
十
七
村
に
か
け
て
道
路
の
補
修
を
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
銀

杯
を
授
け
ら
れ
た
。
八
年
、
村
政
の
冗
費
を
は
ぶ
き
、
地
租
を
改
正
し
て
、
田
畑

を
測
量
し
、
常
に
隣
村
同
志
で
境
界
争
い
を
起
こ
し
て
い
た
佐
原
新
田
を
整
え

た
。
七
十
歳
、
生
輓
詩
を
作
り
、
日
頃
愛
玩
し
て
い
た
書
物
、
画
な
ど
を
親
戚
友

人
に
送
り
、
こ
れ
よ
り
隠
居
し
、
読
書
に
い
そ
し
ん
だ
。
あ
る
者
に
書
物
を
読
む

者
は
往
々
に
し
て
家
産
を
傾
け
る
の
で
、
嫌
わ
れ
る
と
い
わ
れ
る
と
、
笑
っ
て
、

そ
れ
は
真
の
読
書
人
で
は
な
い
と
答
え
た
。
ま
た
、
財
産
を
貯
え
る
方
法
に
つ
い

て
問
わ
れ
る
と
、
収
入
に
応
じ
て
出
費
を
制
御
す
る
こ
と
だ
と
答
え
、
場
当
た
り

の
投
機
を
警
め
た
。
十
二
年
十
月
二
十
日
、
死
亡
。
秀
堅
は
日
頃
、
坐
る
際
は
、

正
坐
を
し
、
語
気
は
深
沈
で
、
そ
の
人
柄
は
、
寛
大
で
あ
る
と
同
時
に
謹
厳
で

あ
っ
た
。
日
々
の
生
活
は
質
素
で
、
そ
の
か
わ
り
窮
迫
者
を
よ
く
助
け
た
。
藤
森

天
山
、
大
橋
訥
庵
、
塩
谷
宕
陰
、
色
川
三
中
、
黒
川
春
村
、
伊
能
穎
則
と
交
流
を

も
っ
た
。
平
生
、
本
居
宣
長
（
と
り
わ
け
『
古
事
記
伝
』）、
頼
山
陽
（
と
り
わ
け

『
日
本
政
記
』）
を
好
み
、
そ
の
学
問
に
服
し
た）
35
（

。
秀
堅
は
史
学
、
地
理
学
に
長

じ
）
36
（

、
そ
の
学
問
は
、
空
想
に
拠
ら
ず
、
実
証
と
緻
密
な
考
証
を
根
幹
と
し
た
。
刊

行
さ
れ
た
著
書
と
し
て
、『
下
総
旧
事
考
』『
新
撰
年
表
』『
下
総
国
図
』『
近
古
詩

鈔
』『
北
総
詩
話
』『
地
方
新
書
』『
雲
烟
略
伝
』『
外
史
剳
記
』『
香
取
新
誌
』『
古

学
小
伝
』『
三
家
文
鈔
』『
国
体
正
論
』
が
あ
り
、
未
刊
行
の
も
の
と
し
て
、『
経

邦
或
考
』『
存
家
文
稿
』『
棠
陰
遺
稿
』
な
ど
が
あ
る
。
妻
久
保
木
貞
と
の
間
に
、
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一
男
一
女
が
で
き
た
が
、
男
利
平
治
（
字
、
堅
直
、
号
逸
堂
）
が
早
世
し
た
た

め
、
笹
川
村
の
多
田
文
三
を
婿
養
子
に
迎
え
た
。
文
三
に
は
、
一
男
一
女
が
で
き

た
が
、
利
平
治
の
遺
児
・
立
（
字
、
卓
爾
）
に
跡
目
を
継
が
せ
た）
37
（

。

　

伊
藤
宣
は
、
伊
藤
祐す

け
ざ
ね真

の
こ
と）
38
（

。
字
は
和
卿
、
号
は
寿
江
、
初
名
は
宣
太
郎）
39
（

。

文
久
三
年
二
月
十
九
日
生）
40
（

。
今
富
村
名
主
伊
藤
重
左
衛
門
貞
直
の
長
男
。
幼
少
か

ら
学
問
を
好
み
、
明
治
三
年
八
月
、
小
貫
庸
徳
に
従
っ
て
漢
学
を
学
び
、
庸
徳
が

北
海
道
に
転
じ
た
後
は
、
成
瀬
大
域
に
従
っ
て
書
法
を
学
び
、
成
田
淡
堂
、
荻
野

月
瀬
、
片
山
謙
堂
に
つ
い
て
漢
学
を
学
び
、
後
、
更
に
、
東
京
に
ま
で
出
向
い

て
、
小
永
井
岳
の
門
に
入
り
、
経
義
歴
史
を
講
究
し
、
詩
文
に
渉
り）
41
（

、
傍
ら
、
大

河
原
菊
山
、
大
教
正
細
田
朝
義
に
五
行
学
を
学
び）
42
（

、
鹿
陰
道
と
号
し
た
。
明
治

十
六
年
、
父
の
命
に
よ
り
帰
郷
し
、
家
業
を
継
ぎ
、
村
治
に
従
事
し
た
。
村
民
に

対
し
て
は
、
徳
義
を
軸
に
接
し
、
貧
窮
者
・
困
窮
者
の
救
済
を
重
視
し
、
ま
た
道

路
橋
梁
の
土
木
に
力
を
尽
く
し
た
。
古
事
を
探
究
す
る
の
を
好
み
、
我
が
国
建
国

の
旨
趣
を
明
ら
か
に
し
て
、
敬
神
・
忠
君
・
愛
国
の
三
条
を
重
ん
じ
、
常
に
村
民

に
こ
の
こ
と
を
教
示
し
た）
43
（

。
明
治
二
十
五
年
、
今
富
村
の
鎮
守
・
海
上
八
幡
宮
の

大
破
を
嘆
き
、
同
志
と
と
も
に
寄
付
を
募
り
、
改
築
竣
工
を
遂
げ
た
。
ま
た
、
同

志
と
と
も
に
株
式
会
社
五
井
銀
行
を
設
立
し
、
そ
の
取
締
役
と
な
っ
た）
44
（

。
海
上
村

長
を
長
く
務
め
、
さ
ら
に
郡
会
議
員
な
ど
を
歴
任
し
た）
45
（

。
大
正
九
年
当
時
、
田
畑

山
林
な
ど
を
あ
わ
せ
て
、
七
十
一
町
歩
余
り
を
有
す
る
今
富
を
代
表
す
る
素
封
家

で
あ
っ
た）
46
（

。
昭
和
九
年
十
一
月
十
二
日
没
、
享
年
七
十
二
歳
、
榮
光
院
心
蓮
祐
嚴

居
士）
47
（

。

　

小
出
寛
は
、
小
出
寛
作
の
こ
と
。
旧
今
富
村
の
小
出
廉
平
の
長
男
。
明
治
元
年

二
月
十
三
日
生
、
明
治
二
十
六
年
五
月
十
三
日
相
続
、
昭
和
十
四
年
十
月
二
十
五

日
没
（
野
田
里
美
氏
所
蔵
「
小
出
家
除
籍
謄
本
」）。
地
域
で
は
能
書
家
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
旧
分
目
村
慈
眼
寺
内
・
岡
田
家
墓
地
に
お
け
る
「
隆
照
院
堅
哲
成

德
居
士
」
墓
碑
、
旧
海
保
村
中
谷
地
区
に
お
け
る
井
口
松
山
翁
碑
、
旧
新
堀
村
法

光
寺
内
の
「
高
橋
日
円
碑
」
は
い
ず
れ
も
寛
作
の
書
に
よ
る
。
ま
た
、
旧
白
塚
村

德
蔵
院
内
・
鮎
川
家
墓
地
に
お
け
る
「
鮎
新
院
梨
山
道
全
居
士
」
墓
碑
（
小
出
栗

卿
寛
書
と
記
さ
れ
る
）
も
、
書
体
か
ら
言
っ
て
、
や
は
り
寛
作
の
書
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
川
田
甕
江
の
詩
と
そ
の
詩
に
対
す
る
次
韻
の
数
々
は
、
明
治
二
十
五
年

一
月
、『
百
顆
珠
』
と
名
付
け
ら
れ
た
詩
集
に
集
積
さ
れ
、
清
宮
廉
堂
に
よ
っ
て

出
版
さ
れ
た
。
昌
胤
の
文
と
詩
は
、
同
書
七
頁
（
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
箇
所
に
渡
っ
て
出
て
く
る
「
傚

顰
」
は
「
倣
顰
」
に
、「
烏
跡
」
は
「
鳥
跡
」
に
、「
蕙
芷
」
は
「
芷
蕙
」
に
改
め

ら
れ
、「
己
丑
春
三
月
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

頃
者
、
家
兄
寄
簡
曰
、
吾
同
職
縣
會
議
員
廉
堂
君
、
編
其
祖
棠
陰
先
生
遺
著
、

命
剞

氏
、
偶
獲
甕
江
川
田
翁
詩
、
乃
更
索
次
韻
百
首
將
爲
附
錄
、
子
其
傚

顰
」、
顧
余
未
知
廉
堂
君
、
又
未
見
其
遺
著
、
何
以
賦
之
、
賦
而
不
免
架
空
、

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

不
如
不
賦
也
、
退
而
再
思
家
兄
每
在
議
事
堂
毅
然
唱
公
義
、
不
負
民
望
、
今

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

廉
堂
君
亦
家
兄
之
友
、則
其
人
可
知
已
、雖
未
見
其
著

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

、於
傚
顰
何
嫌
之
有

 

0

0

0

0

0

0

0

、」

但
余
久
耽
蟹
文
、
不
復
顧
烏
跡
、
是
以
詩
思
荒
涼
猶
未
學
時
、
而
遽
舐
毫
呻
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吟
、
固
不
足
以
與
諸
家
、
競
妍

於
錬
字
烹
句
之
閒
也
、
次
韻
僅
成
、
依
家

兄
致
之
廉
堂
君
、
竊
以
代
永
好
之
贅
耳

8

8

8

8

8

8

8

8

、
己
丑
春
三
月

 

鹿
峯　

千　

葉　

昌　

胤　
　

他
日
功
名
照
汗
靑
。
勞
身
國
事
不
曾
停
。
有
斯
孫
豈
無
斯
祖

8

8

8

8

8

8

8

。
々
業
馨
於
蕙
芷

8

8

8

8

8

8

馨8
。

川
北
梅
山
曰
、
命
意
運
筆
、
慧
敏
而
遒
健
、
絶
無
次
韻
之
痕
、
何
等
老
手

送
友
人
婦
郷　

壽
江　

伊　

藤　
　
　

宣

送
君
江
畔
夕
登
樓
。
垂
柳
枝
長
惹
暗
愁

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

。
今
夜
扁
舟
何
處
泊
。
水
光
一
碧
思
悠
々
。

春
日
偶
成　
　

梅
南　

小　

出　

寛　

作

照
眼
春
光
好
。
東
風
賣
酒
旆
。
梅
欹
髙
士
帽

8

8

8

8

8

。
柳
染
美
人
衣

8

8

8

8

8

。
妙
意
鶯
歌
和

8

8

8

8

8

。
痴8

情
蝶
夢
飛

8

8

8

8

。
此
中
詩
趣
足
。
村
菴
俗
塵
稀
。

資
料
三
十
九　
「
漢
詩
」
十
三
首

　

当
該
資
料
は
、
明
治
二
十
三
年
一
月
二
十
四
日
付
『
東
海
新
報
』「
文
苑
」
に

収
録
さ
れ
た
漢
詩
で
あ
る
。
題
辞
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
三
年
正
月
十
一
日
の

夜
、
川
北
梅
山
が
手
紙
を
寄
こ
し
、
昌
胤
に
新
正
の
作
を
送
っ
て
き
た
。
昌
胤
は

そ
れ
に
感
動
し
、
次
韻
し
て
進
上
す
る
と
、
翌
日
、
川
北
は
再
び
三
首
を
昌
胤
に

寄
せ
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
際
、
川
北
は
「
余
は
新
正
の
詩
を
書
き
て
鹿
峯
に
示

す
。
鹿
峯
、
即
時
に
次
韻
し
て
返
さ
る
。
余
は
其
の
老
夫
に
挑
む
を
知
る
と
雖

も
、
勢
、
臂
を
攘
わ
ざ
る
を
得
ず
」
と
言
っ
て
き
た
。
昌
胤
は
そ
れ
に
応
戦
し
、

結
局
、
十
四
日
朝
ま
で
に
、
さ
ら
に
十
二
の
次
韻
を
作
成
し
た
。
川
北
も
こ
れ
に

対
抗
し
て
、
漢
詩
を
詠
み
、
結
局
、
総
計
十
三
首
を
昌
胤
に
寄
せ
た
。
か
く
し
て

川
北
と
昌
胤
の
間
に
実
に
ユ
ー
モ
ア
あ
る
戦
争
が
展
開
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
、
そ
の
い
き
さ
つ
や
そ
の
際
の
心
理
的
葛
藤
が
、
昌
胤
の
側
か
ら
散
文
で

記
さ
れ
、
そ
れ
に
次
韻
が
添
え
ら
れ
る
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
当
該
資
料
は
、
こ

の
昌
胤
の
詩
の
あ
と
に
、
川
北
梅
山
の
「
才
鋒
は
刀
の
如
し
、
鋭
、
當
る
可
か
ら

ず
。
人
を
し
て
數
里
の
外
に
辟
易
せ
使
む
」
と
す
る
詩
評
が
添
え
ら
れ
、
さ
ら

に
、
そ
の
後
続
部
分
に
千
葉
義
胤
の
詩
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
に
対
す
る
昌
胤
の
詩

評
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
原
典
に
は
、
詩
評
を
除
き
、
も
と
も
と
、
句
点
と

圏
点
が
つ
い
て
い
る
。
本
稿
も
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
。
詩
評
に
つ
い
て

は
独
自
に
句
点
を
付
し
た
。

庚
寅
正
月
十
一
日
夜
。
吾
梅
山
川
北
先
生
付
郵
筒
辱
見
示
其
新
正
作
。
予
感
誦
不

能
措
。
乃
次
韻
以
呈
。
翌
日
先
生
復
疊
三
首
見
贈
。
且
戯
書
曰
。
余
書
新
正
詩
示

鹿
峯
。
々
々
即
時
次
韻
見
返
。
余
雖
知
其
挑
老
夫
。
勢
不
得
不
攘
臂
。
乃
疊
三
首

却
寄
。
嗚
呼
予
豈
挑
先
生
哉
。
但
自
客
臘
從
事
翻
譯
。
逢
此
新
正
。
未
得
一
詩
。

於
是
竊
自
（
警
）
曰
。
好
機
會
不
可
失
矣
。
且
次
且
呈
。
遂
至
十
三
首
。
詩
云
。

匪
女
之
爲
美
。
々
人
之
貽
。
是
眞
先
生
之
貽
也
。
抑
想
往
歳
予
與
三
嶋
中
洲
翁
。

試
櫻
花
詩
鬪
。
互
至
十
首
。
而
翁
每
詩
成
。
一
々
書
箋
見
賜
。
其
後
。
予
訪
先
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生
。
談
偶
及
之
。
先
生
直
次
十
首
賜
予
。
々
乃
共
裝
爲
幅
。
珍
藏
以
爲
家
寶
。
今

也
先
生
之
見
贈
于
予
者
亦
十
三
章
矣
。
章
々
書
箋
。
洵
不
可
復
獲
也
。
急
命
爲

幅
。
與
前
二
幅
。
挂
之
書
齋
。
焚
香
朝
夕
拜
之
。
其
寶
之
與
樂
果
如
何
哉
。
當
改

寫
蕪
稿
併
書
存
之
云
。

 

鹿
峯　

千
葉
昌
胤
謹
識　
　

今
宵
八
時
見
示
尊
什
。（
感
）
□
奚
禁
。
乃
急
次
瑶
韻
。
竊
以
呈
函
丈
。
一

瞥
請
付
諸
燧
人
氏
。
一
月
十
一
日
夕

不
必
求
奇
自
脱
陳
。
一
篇
拜
看
墨
光
新
。
白
梅
8

8

花
底
夢
應
好

8

8

8

8

8　

身
是
8

8

（ 
犧8
） 
皇
以
8

8

上
人
8

8

。
前
日
訪
先
生
、
盆
栽
白
梅
盛
開
、
滿
室
爲
香

昨
宵
次
韻
但
表
謝
意
已
。
而
先
生
則
曰
。
挑
老
夫
。
安
知
無
非
先
生
之
戯
挑

0

0

0

0

0

0

0

0

0

小
子
哉

0

0

0

。
遁
而
不
應
怯
也
。
應
而
敗
命
也
。
乃
亦
倣
顰
。
漫
疊
三
首
。
十
二
日

夕

一
片
花
箋
珠
玉
陳
。
更
驚
句
々
賦
來
新
。
吾
當
擲
筆
避
三
舎

0

0

0

0

0

0

0　

近
世
詩
壇
老
聖

0

0

0

0

0

0

人0

。
詩
逋
文
債
積
陳
々
。
箇
裏
迎
來
鳳
曆
新
。
却
笑
風
流
太
多
事　

閑
人
亦
自
作
忙

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

人
。

0

 

次
韻
（
偏
）
窮
一
字
陳
。
推
敲
幾
度
不
加
新
。
愧
吾
痩
腕
小
於
筆

8

8

8

8

8

8

8　
 

錯
被
他
呼
才

8

8

8

8

8

子
人
8

8

。矢
折
丸
盡
。
斃
而
後
已
。
復
疊
三
首
。
同
夜

家
貧
無
復
盞
盤
陳
。
好
以
新
詩
賀
歳
新
。
一
樣
世
間
皆
酔
倒　

居
然
笑
擬
獨
醒

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

人0

。
交
道
難
求
雷
與
陳

0

0

0

0

0

0

0

。
忍
看
輕
薄
士
風
新
。
從
誰
乘
筏
杳
然
去　

々
作
江
湖
一
散

人
。

自
古
儒
生
多
腐
陳
。
只
知
溫
故
不
知
新
。
誰
憐
一
往
（

）
々
志　

0

0

0

0

 

0

 

0

0

 

事
業
文
章
兼

0

0

0

0

0

備
人

0

0

。誤
陥
先
生
挑
戰
之
術
中
。
叱
咤
奮
鬪
。
遂
至
十
囘
。
矢
於
是
將
折
。
丸
於
是

將
盡
。竊
請
先
生
幸
容
降
乎
否
。然
若
謂
不
容
。則
致
死
不
去
耳
。呵
々
羞
々
。

十
三
日
朝

世
閒
底
爭
漫
嫌
陳

0

0

0

0

0

0

0

。
不
識
陳
中
却
有
新

 

8

8

8

8

8

8

8

。
吾
道
眞
成
如
日
月　

照
臨
四
海
八
荒

人
。
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滿
腔
經
濟
向
誰
陳
。
時
勢
民
情
日
々
新
。
却
恐
蕭
墻
分
黨
鬩　

大
之
誤
國
小
之

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

人0

。
漫
然
執
筆
漫
然
陳
。
十
首
詩
篇
無
一
新

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

。
結
局
豈
論
勝
敗
決　

算
來
吾
是
術
中

 

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

人
。

0

 

更
留
一
首
以
爲
殿

戰
迹
由
來
史
上
陳
。
忽
開
詩
鬪
事
何
新
。

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

分
明
知
是
太
平
象　

不
待
當
年
賣
卜

人
。

昨
留
一
首
爲
殿
。
今
朝
暁
起
出
幕

0

0

0

0

0

0

。
果
有
伏
兵
六
騎
。
自
門
外
來
襲

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

。
小
子

 

0

0

早
斬
四
騎
仆
之
。
而
二
騎
鋭
鋒
不
可
當
。
進
退
惟
谷
。
忽
想
昔
孟
嘗
君
有
鶏

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

鳴
之
客
。
脱
身
函
谷
關
。
今
吾
詩
雖
拙
。
豈
不
優
鶏
鳴
乎

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

。
乃
漫
哀
吟
曰
。

十
四
日
朝

投
轄
留
賓
遵
姓
陳
。

0

0

0

0

0

0

0

 

當
年
佳
話
口
碑
新
。

0

0

0

0

0

0

0

 

如
今
侯
伯
那
痴
絶

0

0

0

0

0

0

0　
 

不
愛
才
人
愛
美

0

0

0

0

0

0

人0

。 
時
偶
有
休
戰
之
令
。
氣
色
始
蘇
。
賦
此
。
謝
而
退
。

矢
折
兵
疲
空
陣
陳
。
敵
軍
乘
隙
運
籌
新
。
無
端
明
將
令
休
戰　

始
作
太
平
高
枕
人

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

才
鋒
如
刀
、
鋭
不
可
當
、
使
人
辟
易
乎
數
里
外

老
夫
亦
爲
才
子
所
嗾
、
不
問
工
拙
、
多
々
益
辨
、
遂
疊
至
十
餘
首
、
雖
未
足

以
示
人
、
亦
新
年
一
（
牒
）
也

 

六
十
九
翁　

梅
山
長
顒
妄
評　
　

　

庚
寅
新
年
作　
　
　
　
　
　

宕
山　

千
葉
義
胤

過
眼
春
風
天
地
新
。
賀
正
客
漲
腕
車
塵
。
笑
吾
遊
學
儘
無
事

8

8

8

8

8

8

8　
 

先
認
一
書
輸
兩

8

8

8

8

8

8

親8
。

鹿
峯
曰
、
書
生
實
况
輕
々
（
着
）
笨
、
自
有
眞
味

資
料
四
十　
「
漢
詩
」
一
首

　

当
該
資
料
は
、
明
治
二
十
三
年
一
月
二
十
五
日
付
『
東
海
新
報
』「
文
苑
」
に

収
録
さ
れ
た
漢
詩
で
あ
る
。
昌
胤
が
『
東
海
新
報
』
で
千
葉
県
会
議
員
板
倉
中
の

漢
詩
を
見
か
け
、
そ
れ
に
対
し
次
韻
し
た
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
を
通

じ
て
、
昌
胤
は
、
新
春
時
、
万
物
の
胎
動
が
予
感
さ
れ
る
も
と
で
、
自
由
党
の
志

士
と
し
て
活
躍
す
る
板
倉
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
な
お
原
典
は
、
も
と
も
と
、

詩
に
は
句
点
が
つ
き
、
散
文
に
は
句
点
が
つ
い
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
詩
に
つ
い
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て
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
、
散
文
に
つ
い
て
は
、
句
点
を
付
け
て
示
し

た
。

　

板
倉
中
は
、
幼
名
は
清
太
郎
、
号
は
春
峯
。
安
政
三
年
九
月
一
日
、
長
生
郡
関

村
に
生
ま
れ
た）
48
（

。
板
倉
家
は
、
里
見
家
の
客
将
板
倉
大
炊
介
の
子
孫
と
い
わ
れ
、

代
々
儒
者
を
輩
出
し
た
家
で
あ
り
、
祖
父
篤
順
、
父
周
二
と
も
に
漢
学
で
名
声
を

な
し
た）
49
（

。
二
十
歳
の
こ
ろ
、
東
京
に
出
て
明
法
学
舎
に
学
び
、
箕
作
麟
祥
、
河
津

祐
之
、
大
井
憲
太
郎
な
ど
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
学
を
修
め
、
法
律
を
学
ぶ
一
方
、

自
由
民
権
運
動
に
傾
倒
し
た）
50
（

。
明
治
十
三
年
、
代
言
人
試
験
を
受
け
、
合
格
し
、

明
治
十
六
年
、
代
言
人
と
な
っ
た）
51
（

。
同
十
七
年
、
夷
隅
郡
下
の
以
文
会
員
十
数
名

が
加
波
山
事
件
に
連
座
し
て
捕
え
ら
れ
た
と
き
、
釈
放
に
尽
力
し
た）
52
（

。
同
十
九

年
、
県
会
議
員
と
な
り
、
同
二
十
年
、
大
阪
事
件
の
弁
護
を
し
た）
53
（

。
同
二
十
一

年
、
同
志
と
謀
り
、
東
海
新
報
を
設
立
し
た
。
同
年
、
民
権
運
動
の
盛
り
上
が
り

を
受
け
、
県
知
事
船
越
衛
を
槍
玉
に
あ
げ
て
更
迭
さ
せ
、
同
二
十
二
年
、
地
方
税

預
替
の
県
議
案
を
提
出
し
て
、
同
案
を
可
決
さ
せ
、
さ
ら
に
議
長
池
田
栄
亮
を
退

職
さ
せ
、
翌
年
、
代
わ
っ
て
議
長
に
推
薦
さ
れ
た
。
同
二
十
三
年
、
第
一
回
衆
議

院
議
員
と
な
り
、
そ
の
後
大
正
五
年
ま
で
衆
議
院
議
員
を
務
め
た
。
衆
議
院
で

は
、
朝
鮮
と
の
国
交
問
題
、
普
通
選
挙
問
題
、
師
団
増
設
問
題
で
活
躍
し
た
。
特

に
普
通
選
挙
に
関
し
て
は
、
尾
崎
行
雄
、
河
野
広
中
ら
と
そ
の
実
現
に
努
め
た
。

漢
詩
、
和
歌
、
俳
諧
、
囲
碁
、
将
棋
に
長
じ
た
。
昭
和
十
三
年
三
月
五
日
死
去）
54
（

。

　

な
お
、
昌
胤
が
次
韻
し
た
板
倉
の
詩
は
、
現
存
の
『
東
海
新
報
』
紙
上
に
は
認

め
ら
れ
な
い
が
、『
春
峯
詩
稿
』（
執
中
館
、
一
九
三
四
）
八
頁
に
収
載
さ
れ
る

「
庚
寅
新
年
作
」「
曉
登
高
閣
擧
椒
杯
。
瑞
氣
氤
氳
萬
里
開
。
遠
近
煙
埋
瀕
水
柳
。

髙
低
雪
點
傍
涯
梅
。
帆
檣
靜
列
海
灣
裏
。
車
馬
喧
奔
城
路
隈
。
騒
客
獨
歎
忙
歳

月
。
東
風
又
是
促
春
來
。」
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

春
峯
板
倉
君
、
我
縣
下
衆
議
員
候
補
者
之
一
人
也
、
渉
獵
政
法
理
財
之
學
、

傍
善
詩
、
頃
予
於
東
海
新
報
見
其
新
正
七
律
、
乃
次
韻
却
寄

淸
晨
起
掃
舊
吟
䑓
、
喜
看
乾
坤
氣
象
開
、
爐
畔
迎
春
溫
綠
酒　

檐
前
帶
雪
折
寒

梅
、
聖
恩
已
及
普
天
下
、
憲
法
將
敷
率
土
隈　

從
此
須
應
伸
驥
足
、
公
諭
一
縣
屬

君
來

庚
寅
新
正　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
峯
千
葉
昌
胤
初
草

資
料
四
十
一　
『
中
洲
先
生
華
甲
寿
言
』
所
載
「
漢
詩
」
六
首

　

明
治
二
十
三
年
十
一
月
二
日
、
三
島
中
洲
の
六
十
一
歳
の
祝
賀
が
浅
草
の
鷗
遊

館
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
際
、『
中
洲
先
生
華
甲
寿
言
』
が
上
梓
さ
れ
た）
55
（

。
昌
胤
も

三
島
の
漢
詩
に
対
し
、
漢
詩
六
首
を
次
韻
し
て
い
る
。
該
書
は
、
二
松
学
舎
大
学

に
貴
重
書
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
、
こ
れ
を
特
別
に
閲
覧
さ
せ
て

戴
き
、
昌
胤
の
漢
詩
を
本
稿
に
収
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
原
典
は
、
も
と

も
と
、
句
点
と
レ
点
、
一
、二
点
が
付
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
は
、
レ
点
、
一
、二
点

は
省
略
し
、
句
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
。
た
だ
し
、
一
部
、
句
点

の
打
ち
漏
れ
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
補
っ
た
。
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ま
ず
、
冒
頭
に
あ
る
三
島
中
洲
の
漢
詩
を
掲
載
す
る）
56
（

。

　

六
十
一
誕
辰
自
述　
　

三
島
中
洲

六
十
年
來
何
所
爲
。
世
途
歴
盡
幾
嶔

。
遶
階
流
水
迂
而
直
。
出
屋
長
松
老
益

奇
。
學
不
遇
時
聊
自
樂
。
仕
唯
爲
禄
豈
嫌
卑
。
斯
文
猶
喜
未
全
墜
。
弟
子
三
千
誤

喚
師
。十

一
月
二
日
門
人
相
謀
。
延
余
於
濹
涯
鷗
遊
館
。
賀
華
甲
。
遠
近
來
會
者
凡

二
百
人
。
席
上
賦
此
以
謝

正
逢
六
十
一
生
辰
。
勸
酒
靑
衿
盡
軼
倫
。
此
宴
不
容
門
外
漢
。
桃
言
李
笑
別
成

春
。

十
一
月
一
日
司
法
省
行
裁
判
所
構
成
法
。
余
以
判
事
休
職
。
終
身
賜
現
俸
三

分
之
一
。
賦
此
紀
恩
。

致
仕
依
然
帶
吏
名
。
千
秋
竊
比
巨
源
榮
。
風
流
判
事
自
吾
始
。
審
月
問
花
終
一

生
。

　

以
下
が
、
中
洲
の
詩
に
次
韻
し
た
昌
胤
の
詩
で
あ
る）
57
（

。
題
が
「
同
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
前
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
別
人
の
詩
が
「
庚
寅
九
秋
敬
次
瑤
韻
以
奉

祝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と
同
題
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　

同 

鹿
峯　

千
葉
昌
胤　

恩
牛
怨
李
彼
胡
爲
。
世
路
囘
頭
太
險

學
化
王
朱
知
合
行
。
文
融
蘇
歐
正
兼
奇
。

維
持
名
教
樂
無
倦
。
比
較
先
賢
功
豈
卑
。
到
底
難
辭
朝
野
望
。
半
身
作
吏
半
身

師
。

大
作
短
篇
任
手
爲
。
唯
看
平
坦
不
看

。
三
千
徒
望
龍
珠
美
。
六
十
齡
添
鶴
髪

奇
。
池
水
官
情
自
深
淺
。
庭
松
人
品
孰
髙
卑
。
眼
光
紙
背
透
如
炬
。
豈
是
尋
常
章

句
師
。

斯
道
胡
憂
墜
地
爲
。
有
吾
翁
在

頽

。
守
厨
老
婢
亦
知
字
。
侍
座
小
童
時
問

奇
。
誰
料
經
綸
胸
欲
溢
。
徒
稱
文
學
眼
何
卑
。
鬢
絲
如
雪
顏
如
玉
。
骨
相
堪
標
百

世
師
。

一
夢
廿
年
無
所
爲
。
始
知
行
路
似
登

。
任
他
名
利
沾
沾
喜
。
獨
我
才
情
磊
磊

奇
。
其
至
矣
乎
窺
道
奥
。
不
容
然
後
咲
天
卑
。
窮
通
畢
竟
非
人
力
。
聊
以
文
章
好

報
師
。

文
章
我
每
苦
心
爲
。
筆
路
唯
嫌
陷
怪

。
求
淡
要
求
濃
後
淡
。
探
奇
好
探
正
中
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奇
。
歐
蘇
以
上
性
情
古
。
陸
范
而
來
品
格
卑
。
休
笑
韓
門
狂
弟
子
。
漫
期
不
必
不

如
師
。

觀
於
海
者
水
難
爲
。
跼
促
憐
他
説
抵

。
處
世
曾
慚
圭
角
鋭
。
臨
父
敢
讓
性
靈

奇
。
循
循
魯
論
誦
來
美
。
擾
擾
楚
冠
看
去
卑
。
富
貴
不
淫
貧
賤
樂
。
一
瓢
飲
亦
有

餘
師
。

資
料
四
十
二　
「
玄
武
石
記
」

　

当
該
資
料
は
、
明
治
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
発
兌
『
地
学
雑
誌
』
六
巻
二
号

（
東
京
地
学
協
会
）
に
収
録
さ
れ
た
漢
文
で
あ
る
。
一
八
九
〇
年
を
前
後
に
し
た

十
九
世
紀
最
後
の
時
期
、
福
島
県
は
連
続
し
て
火
山
被
害
に
襲
わ
れ
た
。
先
ず
明

治
二
十
一
年
七
月
十
五
日
、
磐
梯
山
が
突
然
大
爆
発
を
起
こ
し
た
。
こ
の
印
象
の

さ
め
や
ら
ぬ
明
治
二
十
六
年
五
月
十
九
日
、
吾
妻
山
も
噴
火
し
た
。
こ
の
際
、
時

の
政
府
は
東
京
か
ら
三
浦
宗
次
郎
、
田
中
館
愛
橘
、
大
森
房
吉
ら
に
よ
る
調
査

チ
ー
ム
を
派
遣
し
、
す
ぐ
さ
ま
吾
妻
山
の
噴
火
状
況
を
調
査
さ
せ
た
。
そ
の
際
、

調
査
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
参
加
し
て
い
た
三
浦
宗
次
郎
が
、
同
年
六
月
七

日
、
再
噴
火
に
遭
遇
し
、
本
邦
未
曽
有
の
悲
劇
に
見
舞
れ
た
。
該
資
料
は
、
そ
の

三
浦
が
蒙
っ
た
悲
劇
を
形
見
と
し
て
送
ら
れ
た
玄
武
石
に
こ
と
よ
せ
て
、
生
々
し

く
描
写
し
て
い
る
。
題
詞
か
ら
、
当
時
、
昌
胤
は
日
本
中
学
校
に
教
師
と
し
て
在

籍
し
て
お
り
、
そ
の
校
長
杉
浦
重
剛）
58
（

が
三
浦
宗
次
郎
と
面
識
を
有
し
て
い
た
た

め
、
杉
浦
に
委
嘱
さ
れ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
文
末
に
は
、

三
島
中
洲
と
川
北
梅
山
に
よ
る
総
評
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
、
当

時
、
昌
胤
の
筆
力
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
原
典
に
は
、

題
詞
と
総
評
を
除
き
、
も
と
も
と
、
句
点
と
圏
点
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿

も
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
。
題
詞
と
総
評
に
つ
い
て
は
独
自
に
句
点
を
付

し
た
。
原
文
は
、
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
も
閲
覧
で
き
る
。

　

三
浦
宗
次
郎
は
、
明
治
十
三
年
、
東
京
大
学
理
学
部
に
入
り
、
明
治
十
七
年
、

地
質
学
科
を
卒
業
し
た
。
そ
の
後
、
静
岡
県
師
範
学
校
に
任
用
さ
れ
、
中
学
校
教

諭
を
兼
ね
、
の
ち
佐
賀
県
に
移
っ
た
が
、「
吾
が
志
こ
ゝ
に
あ
ら
ず
。
な
ん
ぞ
久

し
く
こ
こ
に
□
せ
ん
や
」
と
言
っ
て
、
七
月
、
教
員
生
活
を
止
め
た
と
い
う
。
明

治
二
十
年
に
は
、
農
商
務
二
等
技
手
に
任
ぜ
ら
れ
、
地
質
調
査
所
勤
務
を
命
ぜ
ら

れ
た
。
同
二
十
一
年
、
農
商
務
技
師
試
補
に
任
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
同
二
十
四
年
、

農
商
務
技
師
に
任
ぜ
ら
れ
、
高
等
官
七
等
に
叙
せ
ら
れ
た
。
同
年
十
二
月
、
従
七

位
に
叙
せ
ら
れ
、
そ
し
て
、
同
二
十
六
年
六
月
七
日
、
死
亡
し
た
。「
故
三
浦
理

学
士
伝
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
、
そ
の
人
と
な
り
が
良
く
窺
え
る
。

「
君
少
に
し
て
活
発
す
こ
ぶ
る
能
弁
た
り
。
壮
年
に
至
る
に
及
び
漸
く
変
じ
て
深

沈
寡
言
の
性
と
な
り
、
喜
努
色
に
見
せ
ず
、
生
徒
を
率
い
端
正
自
ら
持
し
て
、
か

つ
て
倦
怠
戯
謔
の
容
な
し
。
す
こ
ぶ
る
そ
の
畏
敬
す
る
所
と
な
る
。」「
ま
た
工
手

学
校
の
嘱
託
を
受
け
る
や
鉱
物
及
び
地
質
の
学
を
教
授
し
、
地
学
協
会
員
と
な
り

て
は
編
輯
の
事
を
掌
る
。
且
つ
性
す
こ
ぶ
る
素
朴
、
ま
た
他
の
嗜
好
な
し
。
兄
徳

充
氏
か
つ
て
伝
来
の
什
器
を
さ
か
ん
と
欲
す
。
君
固
辞
し
て
受
け
ず
。（
中
略
）

常
に
節
約
自
ら
持
す
と
い
え
ど
も
、
然
る
に
親
族
故
旧
の
急
を
見
れ
ば
、
則
ち
己
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の
こ
れ
を
受
け
る
に
余
力
を
お
し
ま
ざ
る
の
如
し
。
死
の
日
に
当
た
り
て
は
家
に

余
財
な
く
わ
ず
か
に
衣
類
数
領
あ
る
の
み
。」）
59
（

　

西
松
二
郎
（
芳
菲
）
は
、
安
政
二
年
五
月
、
長
崎
で
生
ま
れ
た
。
本
姓
は
小
沢

氏
。
後
、
西
氏
の
養
子
と
な
っ
た）
60
（

。
明
治
三
年
、
十
六
歳
の
と
き
、
大
阪
洋
学
校

で
英
学
を
修
め
、
大
阪
開
成
学
校
か
ら
、
同
六
年
、
東
京
外
国
語
学
校
に
移
り
、

そ
の
後
、
東
京
開
成
学
校
に
入
学
し
て
予
科
を
修
め
、
同
十
三
年
七
月
、
東
京
大

学
（
地
質
学
専
攻
）
を
卒
業
し
た）
61
（

。
の
ち
東
京
大
学
助
教
授
、
続
い
て
東
京
師
範

学
校
教
員
、
続
い
て
駒
場
農
学
校
教
員）
62
（

、
続
い
て
東
京
農
林
学
校
教
員
、
続
い
て

帝
国
大
学
農
科
大
学
助
教
授
兼
高
等
師
範
学
校
教
授
を
歴
任
。
明
治
二
十
六
年
、

農
科
大
学
辞
任
。
帝
国
博
物
館
学
芸
員
を
経
て
、
明
治
三
十
六
年
、
応
用
化
学
を

専
門
と
す
る
三
重
工
業
高
校
の
初
代
校
長
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
。
杉
浦
重
剛
、
正

岡
子
規
と
交
友
が
あ
っ
た
。「
自
分
は
活
き
た
機
械
を
作
る
の
で
は
な
い
」
と
い

い
、
人
間
教
育
を
重
視
し
た
。
ま
た
鉱
物
学
の
教
科
書
や
青
少
年
向
け
の
科
学
読

み
物
の
執
筆
も
し
た
。
狂
歌
狂
文
に
も
長
け
た
諧
謔
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
放
屁

の
大
家
を
自
認
し
て
「
放
屁
山
人
（
山
に
住
む
屁
こ
き
名
人
）」
を
自
称
し
、
そ

の
文
字
面
を
優
美
に
飾
り
た
て
「
芳
菲
山
人
」
と
号
し
た
。
芝
居
の
評
論
家
で
も

あ
っ
た）
63
（

。
明
治
四
十
二
年
二
月
五
日
、
喉
頭
癌
で
死
去
。
学
生
か
ら
は
「
性
磊
落

洒
脱
に
し
て
、
し
か
も
高
雅
、
謹
厳
、
門
下
に
接
す
る
に
寛
容
、
世
人
に
接
す
る

に
円
満
超
俗
」
と
慕
わ
れ
た）
64
（

。

玄
武
石
記

玄
武
石
塊
一
箇
、
故
三
浦
宗
次
郎
君
の
吾
妻
山
噴
火
の
際
に
採
拾
せ
ら
れ
し

も
の
に
し
て
、
西
松
二
郎
君
の
手
を
経
て
之
を
獲
た
り
、
三
浦
君
は
曾
て
我

校
に
於
て
教
授
せ
ら
れ
し
緣
故
も
あ
れ
は
、
永
く
此
石
塊
を
保
存
し
て
同
君

の
紀
念
と
な
さ
ん
と
す
、
因
て
漢
文
講
師
千
葉
昌
胤
君
に
囑
し
て
、
其
由
を

記
す
と
云
爾

 

日
本
中
學
校
に
て　
　
　
　
　
　

杉
浦
重
剛
誌　

嗚
呼
是
一
拳
石
耳

8

8

8

8

8

8

8

。 
視
之
猶

8

8

8

睹
三
浦
技
師

8

8

8

8

8

。 
我
杉
浦
校
長
使
余
記
之

8

8

8

8

8

8

8

8

8

。 
其
意
豈
不

8

8

8

8

悲
乎
8

8

。）
65
（

校
長
語
余
曰
。
技
師
爲
人
。
寡
言
有
膽
氣
。
曾
入
大
學
。
修
地
質
學
。
爲

理
學
士
。
後
教
授
我
東
京
英
語
學
校
。
始
俱
相
知
。
尋
拜
農
商
務
省
技
師
。
黽
勉

盡
職
。
能
名
藉
甚
。
明
治
廿
六
年
五
月
十
九
日
。
吾
妻
山
噴
火
。
省
命
技
師
檢

之
。
既
至
。
滿
山
鳴
動
。
灰
迸
石
飛
。
笑
曰
是
吾
學
術
好
試
場
也

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。）
66
（

鼓
勇
奮
登
。

檢
畢
而
歸
。
齎
噴
口
石
片
。
托
西
芳
菲
贈
我
。
即
玄
武
石
是
也
。
翌
月
四
日
再

噴
。
勢
更
烈
。
技
師
復
奉
命
往
。
遂
殪
于
焦
巖
爛
石
之
閒
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

而
斯
石
獨
存
。
每
與

0

0

0

0

0

 

0

0

芳
菲
撫
之
。
相
顧
愴
然

0

0

0

0

 

0

0

0

0

。
子
其
爲
記
焉
。
余
聞
之
。
酸
鼻
殆
不
能
執
筆
也
。
然
殺

身
奉
公
。
仰
不
負
所
仕
。
伏
不
愧
所
學
。
斯
人
與
斯
石
。
豈
可
不
並
記
而
永
傳

哉
。
石
黝
然
而
黑

8

8

8

8

8

。 
全
身
斑
點

8

8

8

8

。 
亦8
帶
灰
色

8

8

8

。 
技
師
頭
碎
脅
劈

8

8

8

8

8

8

。 
血
痕
淋
漓
之

8

8

8

8

8

状8
。 
髣
髴
在
眼
也

8

8

8

8

8

。）
67
（

 

於
日
本
中
學
校　
　
　
　

鹿
峰　

千
葉
昌
胤
撰　
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三
島
中
洲
曰　

技
師
得
此
佳
篇
、
設
令
此
石
碎
破
、
其
人
終
不
朽
。

川
北
梅
山
曰　

語
氣
勁
健
、
筆
力
老
樸
、
不
意
成
于
少
年
才
子
之
手
。

資
料
四
十
三　
「
夢
笑
盧
記
」

　

当
該
資
料
は
、
明
治
二
十
九
年
五
月
十
日
発
行
『
詩
文
』
第
三
巻
（
第
百
十
一

号
、
共
遊
舎
）
に
収
録
さ
れ
た
漢
文
で
あ
る
。
あ
る
夜
、
昌
胤
が
突
然
目
覚
め
る

と
、
学
生
達
が
グ
ー
グ
ー
い
び
き
を
出
し
て
寝
て
い
る
中
、
当
時
十
五
歳
の
越
山

君
だ
け
が
仮
眠
を
取
り
な
が
ら
、
笑
っ
て
い
る
の
に
気
付
い
た
。
こ
の
こ
と
は
一

夜
だ
け
で
は
な
く
、
毎
夜
毎
夜
続
い
た
。
そ
の
夜
中
の
笑
顔
を
見
つ
つ
、
昌
胤
は

「
天
下
の
笑
う
可
き
者
多
し
。

指
し
て
之
を
笑
え
ば
、
一
年
三
百
六
十
五
日
を

盡
く
す
と
雖
も
、
未
だ
足
る
と
爲
さ
ざ
る
な
り
。
且
つ
浮
世
は
一
の
夢
場
に
非
ず

や
」
と
自
覚
し
、
さ
ら
に
、
人
間
社
会
に
あ
っ
て
は
「
夢
中
に
夢
生
ず
。
萬
化
に

と
し
て
、
一
喜
一
憂
、
一
苦
一
樂
、
夢
み
る
所
は
異
る
と
雖
も
、
其
の
一
の

夢
場
中
の
人
爲
る
は
、
則
ち
均
し
き
な
り
。
安
ん
ぞ
、
醒
む
る
無
き
人
の
、
口
を

開
け
、
腹
を
抱
え
て
、
其
の
側
に
笑
う
を
知
ら
ん
や
」
と
悟
る
に
至
っ
た
。
昌
胤

は
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
随
筆
で
技
巧
を
巧
み
に
駆
使
し
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
込
め
て

人
間
社
会
を
批
判
し
て
い
る
。
昌
胤
は
、
明
治
二
十
七
年
冬
に
渡
韓
し
た
後
、
同

二
十
八
年
五
月
に
一
旦
、
帰
国
し）
68
（

、
同
年
秋
に
は
再
び
渡
韓
し
て
い
る）
69
（

。
こ
の
随

筆
は
、
そ
の
一
時
帰
国
の
際
の
出
来
事
を
綴
っ
た
も
の
か
、
さ
も
な
く
ば
、
渡
韓

前
の
出
来
事
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う）
70
（

。
な
お
原
典
は
、
全
体
の
九
分
の
八
に
原

文
が
綴
ら
れ
、
上
方
九
分
の
一
の
箇
所
に
詩
評
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
評

は
、
す
べ
て
注
で
示
し
た
。
ま
た
、
原
典
に
は
、
詩
評
を
除
い
て
、
も
と
も
と
、

全
て
句
点
と
圏
点
が
つ
い
て
い
る
。
句
点
漏
れ
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
本
稿
は
そ

れ
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
。
但
し
、
原
典
に
付
さ
れ
て
い
る
レ
点
、
一
、二
点
な

ど
は
省
い
た
。
詩
評
に
つ
い
て
は
独
自
に
句
点
を
付
し
た
。
原
文
は
、
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
も
閲
覧
で
き
る
。

夢
笑
盧
記 

千　

葉　

鹿　

峯　

越
山
生
年
甫
十
五
。
戟
眉
電
眼
。
身
長
五
尺
三
寸
。
才
敏
警
而
行
篤
實
。
勉
強
超

群
。
予
都
講
於
二
松
黌
。
獲
生
以
來
。
常
愛
而
誨
之
。
一
夜

0

0

夢5
忽
驚
。
欹
枕
則
四

0

0

 

0

0

0

0

隣
齁
齁
。
生
獨
隱
几
。
假
寐
而

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

0

笑5
。
乍
而
粲
然
。
乍
而
莞
爾

0

0

0

0

 

0

0

0

0

。
乍
而
唖
唖
焉

 

0

0

0

0

0

。
予

始
不
介
意
。
而
生
夢5
中
之
笑
。
夜
夜
未
嘗
絶
也
。
因
號
其
室
曰
夢
笑
廬
。
且
告

曰
。
天
下
可

0

0

0

笑5
者
多
矣
。

指
而

0

0

0

 

0

0

0

笑5
之
。
雖
盡
一
年
三
百
六
十
五
日
。
未
爲
足

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

也
。

0

 

且
浮
世
非
一
夢

8

8

8

8

8

8

場5
耶8
。）
71
（

而
蠢
々
焉
蚩
々
焉
者
。
亦
誰
不

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

夢5
中
之
人
哉
。
短
褐

0

0

0

0

 

0

0

長
劍
。
一
躍
而
躋
靑
雲
之
上
者
。
即

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

夢5
遊
華
胥
也
。
破
屋
傾
柱
之
下
。
對
妻
兒
歎

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

薄
命
者
。
即

0

0

0

 

0

夢5
爲
楚
囚
也
講
紙
上
空
文
。
舐
古
人
餘
唾

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

。
帖
帖
自
喜
者
。
即

 

0

0

0

0

0

 

0

夢5
爲0

蠧
魚
也
。
貪
婪
之
徒

0

0

0

 

0

0

0

0

。
夢5
陶
猗
之
富
。
功
名
之
士
。
夢

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

戰5
國
之
際

0

0

0

。
夢5
中
生

0

0

夢5
。

萬
化

0

0

0

0

。
一
喜
一
憂
。
一
苦
一
樂
。
所

 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

夢5
雖
異
。
其
爲
一

0

0

 

0

0

0

夢5
場
中
之
人
則
均

0

0

0

0

0

0

也0

。
安
知
無
醒
人
之
開
口
抱
腹
而
笑
于
其
側
哉

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

。
今
生
亦

0

0

0

夢5
中
之
人
也
。
以

0

0

0

0

 

0

夢5
中0

之
人
。
爲

0

0

 

0

夢5
中
之

0

0

笑5
。
予
未
解
其
何

0

0

0

0

0

笑5
也0

。
雖
然
。
生
之
夢
笑
5

5

。
勉
強
之
餘
。
困

睡
而
然
者
乃
知
其
所
以
笑5
者
。
疑
惑
解
而
良
案
出
也
。
字
句
明
而
意
義
通
也
。
運
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筆
如
意
。
而
佳
篇
立
成
也
。
則
生
之
笑5
。
予
唯
恐
不
夜
夜
永
且
繼
也
。
嗚
呼
生
學

0

0

0

0

成
行
修
而
立
一

0

0

0

0

0

0

夢5
場
中
。
實
見
其
可

0

0

 

0

0

0

0

笑5
者
。
則
舊

0

 

0

0

夢5
始
覺
。

0

0

 

今
之
8

8

夢
笑
5

5

廬8
。
將5
變5

爲
醒
8

8

笑5
之
盧
也

8

8

8

。
姑
記
以
徴
之
他
日
。
生
或
以
予
言
爲
痴
人
説

0

0

0

0

0

0

0

0

0

夢5
乎
亦

0

0

笑5
而
不
問

0

0

0

也0

。）
73
（注（１

） 

以
上
、
拙
著
「
三
島
中
洲
、
藤
森
天
山
、
小
永
井
岳
、
巌
谷
一
六
、
川
田
甕
江

ら
と
千
葉
県
旧
市
原
郡
の
文
人
た
ち
と
の
交
流
（
一
）
―
『
南
総
応
酬
詩
録
』

『
陪
遊
録
』
を
中
心
に
し
て
―
」『
江
戸
風
雅
』
第
二
十
五
号
、
江
戸
風
雅
の
会
、

二
〇
二
二

 （
２
） 

川
北
梅
山　

名
は
長
顒
、
字
は
有
孚
、
号
は
梅
山
。
幼
名
は
栄
吉
、
成
長
し
て

新
甫
と
改
め
た
。
伊
勢
国
津
の
人
。
文
政
五
年
十
二
月
十
日
、
藩
城
の
西
古
川

里
に
生
ま
れ
た
。
幼
時
か
ら
好
ん
で
書
物
を
読
み
、
他
の
子
供
と
は
遊
ば
な

か
っ
た
た
め
、
郷
里
の
人
々
か
ら
、
知
恵
遅
れ
と
後
ろ
指
を
指
さ
れ
た
。
し
か

し
、
両
親
は
梅
山
の
学
才
を
見
抜
き
、
貧
困
に
あ
え
い
で
い
た
家
門
の
興
隆
を

託
し
た
。
十
二
歳
、
齋
藤
拙
堂
の
門
に
入
っ
た
。
土
井
士
恭
、
中
内
五
惇
と
並

ん
で
藤
門
の
三
傑
の
一
人
と
目
さ
れ
た
。
こ
の
頃
、
藩
主
は
齋
藤
拙
堂
を
督
学

兼
顧
問
と
し
、
猪
飼
敬
所
を
招
い
て
賓
師
と
し
た
が
、
梅
山
は
す
で
に
視
聴
力

を
失
っ
て
い
た
猪
飼
敬
所
を
よ
く
助
け
た
。
十
九
歳
、
藩
主
に
命
ぜ
ら
れ
て
、

『
資
治
通
鑑
』
を
校
訂
し
、『
通
鑑
校
勘
記
』
を
記
し
た
。
句
読
の
師
と
な
り
、

後
、
助
講
、
つ
い
で
講
官
に
登
り
、
時
習
館
の
会
頭
を
兼
ね
、
上
士
に
列
せ
ら

れ
た
。
長
州
征
伐
の
際
、
参
謀
と
し
て
参
戦
し
た
。
政
府
が
各
藩
に
人
材
の
提

供
を
つ
の
っ
た
際
に
選
出
さ
れ
、
漢
学
所
の
管
理
を
命
じ
ら
れ
た
。
後
、
史
官

に
遷
り
、
つ
い
で
権
大
史
に
任
用
さ
れ
、
留
守
権
判
官
を
兼
ね
た
。
留
守
の
官

が
廃
さ
れ
る
と
、
東
京
に
移
り
、
大
史
の
事
を
執
り
、
会
計
課
長
を
兼
ね
た
。

西
南
戦
争
の
際
、
免
職
と
な
り
、
姚
武
功
の
「
休
官
夢
亦
清
」
の
句
を
取
り
、

そ
の
書
斎
を
名
付
け
て
「
夢
清
楼
」
と
し
、
晩
年
を
文
学
と
酒
と
風
流
の
日
々

で
過
ご
し
た
。
明
治
三
十
八
年
二
月
三
日
没
。
そ
の
風
貌
は
、
禿
げ
頭
で
、
眼

光
鋭
く
、
そ
の
性
格
は
、
温
良
。
日
頃
、
南
摩
綱
紀
、
三
島
中
洲
を
除
く
ほ
か
、

人
と
の
交
際
を
好
ま
ず
、
世
に
阿
る
こ
と
も
、
世
に
逆
ら
う
こ
と
も
し
な
か
っ

た
。
そ
の
詩
文
に
つ
い
て
は
、「
淡
に
し
て
枯
な
ら
ず
、
潔
に
し
て
隘
な
ら
ず
、

穏
秀
に
し
て
趣
味
あ
り
。
能
く
拙
翁
の
衣
鉢
を
得
た
り
」
と
称
さ
れ
た
（
以
上
、

竹
林
貫
一
編
『
漢
学
者
伝
記
集
成
』
名
著
刊
行
会
、
一
九
七
八
、一
三
〇
五
〜

一
三
〇
八
頁
）。

（
３
） 

森
槐
南　

名
は
公
泰
、
字
は
大
来
、
通
称
は
泰
次
郎
、
号
は
槐
南
、
秋
波
禅
侶
、

菊
如
澹
人
、
説
詩
軒
主
人
な
ど
。
春
濤
と
国
嶋
夫
人
の
子
。
文
久
三
年
、
尾
張

名
古
屋
に
生
ま
れ
た
。
鷲
津
毅
堂
、
三
島
中
洲
、
金
嘉
穂
に
つ
い
て
漢
学
を
学

ん
だ
。
明
治
十
四
年
、
太
政
官
に
出
仕
し
、
つ
い
で
枢
密
院
属
、
帝
室
制
度
取

調
局
秘
書
、
図
書
寮
編
修
官
、
皇
室
令
整
理
委
員
、
宮
内
大
臣
秘
書
官
、
式
部

官
な
ど
に
歴
任
し
、
ま
た
帝
国
大
学
文
科
大
学
講
師
と
な
っ
た
。
槐
南
は
、
博

識
慧
敏
で
、
こ
と
の
ほ
か
詩
学
に
造
詣
が
深
く
、
音
韻
や
明
清
伝
奇
に
も
精
通

し
、
明
治
漢
詩
檀
の
第
一
人
者
と
目
さ
れ
た
。
伊
藤
博
文
と
多
く
交
流
し
、

四
十
二
年
、
伊
藤
が
ハ
ル
ビ
ン
で
暗
殺
さ
れ
た
際
、
槐
南
も
銃
創
を
蒙
っ
た
。

四
十
四
年
、
文
学
博
士
と
な
っ
た
。
か
つ
て
「
新
詩
綜
」
を
発
刊
し
、
ま
た
随

鷗
吟
社
の
盟
主
と
な
っ
た
。
四
十
四
年
三
月
七
日
、
死
亡
（
以
上
、
上
掲
『
漢

学
者
伝
記
集
成
』
一
二
九
一
頁
）。

（
４
） 

平
野
猷
太
郎
「
そ
の
頃
」
に
は
、「
本
塾
は
た
し
か
二
階
だ
て
で
、
下
に
講
堂
が

あ
つ
て
、
二
階
に
塾
生
が
ゐ
た
や
う
に
思
ふ
」
と
あ
る
（『
二
松
學
舎
六
十
年
史

要
』
二
松
學
舎
発
行
、
一
九
三
七
、一
七
九
〜
一
八
二
頁
、
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
収
）。
昌
胤
も
そ
の
二
階
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
５
） 

『
二
松
學
友
会
誌
』
第
三
輯
（
二
松
學
舎
学
友
会
、
一
八
九
七
、二
松
學
舎
大
学

日
本
漢
学
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
六
十
三
頁
所
収
「
彙
報
」
に
、
明
治
十
四
年

の
「
二
松
學
舎
入
學
生
名
簿
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
千
葉
縣
市
原
郡
今
市
驛　

千
葉
傳
内
」
と
あ
る
。「
今
市
驛
」
は
今
富
村
の
誤
植
で
あ
る
。
義
胤
は
上
掲

『
二
松
學
友
会
誌
』
の
学
友
会
会
員
名
簿
に
も
頻
繁
に
で
て
く
る
。

（
６
） 
そ
の
他
、
千
葉
義
胤
に
つ
い
て
は
、
上
掲
拙
稿
九
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
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お
、
そ
の
生
前
の
姿
は
、
上
掲
『
二
松
學
友
会
誌
』
第
拾
九
輯
（
一
九
〇
六
）

の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
「
明
治
三
十
九
年
五
月
二
十
日
開
中
洲
先
生
喜
壽

二
松
學
舎
創
立
三
十
年
同
門
凱
旋
觀
迎
三
賀
宴
於
赤
坂
溜
池
三
會
堂
撮
影
賓
主

以
爲
記
念
」
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
７
） 

な
お
、
文
中
に
で
て
く
る
、
旧
市
原
郡
八
幡
宿
の
「
對
潮
舎
」
と
そ
の
裏
に

あ
っ
た
「
假
山
」
に
つ
い
て
、
筆
者
は
「
三
島
中
洲
、
藤
森
天
山
、
小
永
井
岳
、

巌
谷
一
六
、
川
田
甕
江
ら
と
千
葉
県
旧
市
原
郡
の
文
人
た
ち
と
の
交
流
（
一
）」

（『
江
戸
風
雅
』
第
二
十
五
号
）
に
お
い
て
、
か
つ
て
旧
国
道
沿
い
に
存
在
し
た

山
下
家
（
明
治
六
年
「
八
幡
大
神
上
知

現
今
地
景
内
外
」『
市
原
の
古
文
書
研

究
』
第
三
集
、
市
原
の
古
文
書
研
究
会
、
二
〇
〇
九
所
収
）
を
想
定
し
て
説
明

し
た
が
、
先
頃
（
令
和
四
年
十
月
十
三
日
現
在
）、
同
地
区
の
郷
土
史
に
精
通
す

る
山
岸
弘
明
氏
の
調
査
に
よ
り
、
市
原
市
八
幡
一
〇
四
七
番
地
に
、
明
治
末
期

ま
で
山
下
家
の
土
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
し
か
も
、
そ
こ
に
大
き
な
築

山
が
存
在
し
、
そ
の
頂
上
に
山
下
亀
吉
の
祖
父
庸
義
（
俳
号
、
一
徳
）
の
句
碑

（
旧
市
原
郡
八
幡
村
無
量
寺
内
市
川
家
墓
地
に
現
存
）
が
据
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
山
下
家
の
本
邸
が
あ
っ
た
可
能
性
が
強
く
、
こ
こ
に

で
て
く
る
「
對
潮
舎
」
と
は
、
こ
れ
を
指
す
可
能
性
が
出
て
き
た
。
も
し
、
そ

う
な
ら
ば
、
そ
の
場
所
は
、
北
東
側
は
飯
香
岡
八
幡
宮
の
社
地
と
つ
な
が
り
、

北
側
は
海
を
見
お
ろ
し
、
北
西
か
ら
西
側
に
か
け
て
は
、
水
田
と
塩
田
を
経
て

海
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
と
な
り
、「
對
潮
舎
」
と
い
う
名
に
よ
り
相
応
し
い
。

（
８
） 

中
洲
先
生
曰
、
古
語
用
得
如
自
然
。

（
９
） 

森
槐
南
曰
、
一
喧
一
靜
、
詩
理
書
理
、
皆
在
阿
堵
中
。

（
10
） 

槐
南
曰
、
眞
摯
惻
怛
。
斯
作
出
而
廢
者
、
不
止
蓼
莪
。

（
11
） 

槐
南
曰
、
神
韻
綿
邈
、
令
人
意
遠
。

（
12
） 

姑　

原
文
は
「

」。「
姑
」
の
誤
植
。

（
13
） 

槐
南
曰
、
用
筆
極
靈
。

（
14
） 

槐
南
曰
、
曲
折
如
話
。

（
15
） 

槐
南
曰
、
中
洲
先
生
與
二
三
弟
子
、
探
討
山
水
、
留
連
景
光
、
所
謂
幺
桃
花
映

老
梅
花
也
、
由
所
見
而
起
興
、
可
以
喩
三
百
篇
之
旨
妙
。

（
16
） 

槐
南
曰
、
幽
雋
妍
麗
、
賣
珠
句
用
杜
詩
、
新
穎
乃
爾
。

（
17
） 

槐
南
曰
、
盡
主
人
身
分
好
句
、
欲
仙
。

（
18
） 

槐
南
曰
、
梅
花
二
句
、
風
致
横
生
。
後
半
微
嫌
太
謙
。

（
19
） 

槐
南
曰
、
詩
亦
似
古
梅
、
放
縦
之
筆
。

（
20
） 

陌　

原
文
は
「

」。「
陌
」
の
誤
植
。

（
21
） 

槐
南
曰
、
二
首
挿
入
石
湖
集
中
、
應
有
水
乳
之
合
。

（
22
） 

中
洲
先
生
曰
、
余
此
夜
泥
酔
、
爲
諸
子
所
扶
而
歸
、
實
如
此
詩
、
慙
慙
。
槐
南

曰
、
光
景
如
睹
、
小
詩
佳
境
。

（
23
） 

槐
南
曰
、
詩
筆
亦
閒
澹
潚
灑
。
有
水
流
花
放
之
妙
。

（
24
） 

槐
南
曰
、
奇
情
奇
景
、
出
以
婉
切
之
筆
、
字
字
波
折
有
致
。

（
25
） 

『
佐
倉
地
方
の
諸
学
校
・
碑
文
・
唱
歌
』
―
『
佐
倉
地
方
の
学
校
教
育
』
別
冊
四

―
、
佐
倉
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
四

（
26
） 

上
掲
『
二
松
學
友
会
誌
』
第
三
輯
、
第
四
輯
、
一
八
九
七

（
27
） 

『
佐
倉
市
史
』
巻
二
、
佐
倉
市
、
一
九
七
三
、八
九
二
頁

（
28
） 

横
須
賀
司
久
『
漢
詩
人
列
伝
』
五
月
書
房
、
一
九
九
七
、六
〇
頁

（
29
） 

な
お
、
続
家
は
学
者
一
家
で
あ
り
、
続
緑
海
の
祖
父
作
太
夫
（
初
名
金
治
郎
、

天
保
二
年
相
続
、
隠
居
後
、
友
鷗
）
は
、
佐
倉
藩
西
塾
長
、
同
温
故
堂
都
講
、

同
兵
学
院
長
、
大
目
付
役
な
ど
を
務
め
、
緑
海
の
父
豊
徳
（
徳
太
郎
。
天
保
二

年
生
。
明
治
二
年
相
続
）
も
温
故
堂
教
授
、
成
徳
書
院
総
裁
（
佐
倉
市
弥
勒
町

松
林
寺
内
「
古
堂
続
府
君
墓
」）、
佐
倉
藩
大
属
分
課
民
曹
（『
千
葉
県
史
料
』
近

代
篇
、
明
治
初
期
一
、千
葉
県
、
一
九
七
八
、六
〇
九
頁
）
な
ど
を
務
め
た
。
緑

海
の
弟
達
次
郎
は
、
明
治
十
一
年
五
月
二
十
一
日
、
続
簡
の
養
子
と
な
っ
た

（
以
上
、
特
記
を
除
き
『
佐
倉
市
史
』
巻
二
、
佐
倉
市
、
一
九
七
三
、八
九
二
頁
）。

続
簡
は
豊
徳
の
実
弟
で
、
天
保
五
年
四
月
十
日
生
。
彜
次
郎
と
い
い
、
雲
巌
、

敬
斎
と
号
し
た
。
高
岡
藩
の
学
校
長
、
権
大
属
に
着
い
た
の
ち
、
香
取
郡
神
崎

小
学
校
、
集
成
学
校
に
勤
務
し
、
さ
ら
に
陸
軍
下
士
団
の
漢
学
教
授
と
な
っ
た
。

明
治
二
十
七
年
十
一
月
十
一
日
没
（『
佐
倉
市
史
』
巻
三
、
佐
倉
市
、

一
九
七
九
、九
五
九
頁
）。
緑
海
の
兄
弟
に
は
、
そ
の
他
に
長
女
の
ぶ
、
次
女
な

を
、
三
男
東
作
が
い
た
（
以
上
上
掲
『
佐
倉
市
史
』
巻
二
、八
九
二
頁
）。
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（
30
） 

川
田
甕
江　

名
は
剛
、
号
は
甕
江
、
執
斎
、
行
雲
流
水
書
屋
。
通
称
は
竹
次
郎
、

の
ち
城
之
助
と
改
め
た
。
字
は
毅
卿
。
備
中
国
浅
口
郡
阿
賀
崎
村
の
人
。
天
保

元
年
生
。
幼
時
、
父
母
を
失
い
、
伯
父
の
家
で
養
わ
れ
た
（『
江
戸
文
人
辞
典
』

東
京
堂
書
店
、
一
九
九
六
、一
三
七
頁
）。
三
、四
歳
時
、
伯
父
に
剣
と
書
と
、
い

ず
れ
を
望
む
か
を
問
わ
れ
、
進
ん
で
書
を
と
っ
た
た
め
、
専
ら
素
読
を
授
け
ら

れ
た
。
成
長
し
て
、
郷
師
鎌
田
玄
渓
に
つ
い
て
学
問
を
受
け
（
上
掲
『
漢
学
者

伝
記
集
成
』
一
二
五
七
〜
一
二
六
二
頁
）、
つ
い
で
、
山
田
方
谷
に
も
師
事
（
上

掲
『
江
戸
文
人
辞
典
』）。
後
、
所
蔵
す
る
書
物
を
売
却
し
た
金
で
、
江
戸
に
赴

き
、
古
賀
謹
堂
、
大
橋
訥
庵
に
つ
い
て
経
史
を
学
び
、
文
を
藤
森
弘
庵
に
問
う

た
。
安
井
息
軒
、
塩
谷
宕
陰
と
交
流
（
上
掲
『
漢
学
者
伝
記
集
成
』）。
安
政
四

年
、
近
江
大
溝
藩
に
招
か
れ
、
藩
校
修
身
堂
の
学
政
を
確
立
し
（
上
掲
『
江
戸

文
人
辞
典
』）、
つ
い
で
山
田
方
谷
の
推
薦
で
、
備
中
松
山
藩
江
戸
藩
邸
の
督
学

に
つ
き
、
の
ち
、
度
支
副
官
に
転
じ
、
監
察
に
遷
っ
た
（
上
掲
『
漢
学
者
伝
記

集
成
』）。
慶
応
四
年
一
月
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
が
始
ま
り
、
し
ば
ら
く
し
て
幕

軍
が
敗
走
し
、
将
軍
徳
川
慶
喜
、
松
山
藩
主
板
倉
勝
静
ら
が
江
戸
に
逃
亡
す
る

と
、
備
中
松
山
藩
は
朝
敵
の
名
を
負
わ
さ
れ
た
。
藩
士
ら
は
恭
順
の
態
度
を
示

し
て
城
外
に
退
去
し
、
松
山
城
は
無
血
開
城
し
た
。
そ
の
頃
、
藩
主
を
京
阪
で

護
衛
す
る
役
に
就
い
て
い
た
熊
田
恰
ら
百
五
十
人
余
は
藩
主
が
江
戸
に
逃
亡
し

た
の
ち
、
玉
島
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
た
が
、
岡
山
藩
側
か
ら
反
逆
軍
と
見
做
さ

れ
、
熊
田
恰
が
自
刃
し
て
責
任
を
取
っ
た
。
そ
の
際
、
甕
江
は
熊
田
の
目
付
役

を
務
め
た
（
以
上
山
田
琢
・
石
川
梅
次
郎
『
山
田
方
谷
・
三
島
中
洲
』
叢
書
日

本
の
思
想
家
41
、
一
九
七
七
、
明
徳
出
版
社
）。
戊
辰
戦
争
後
、
官
軍
に
対
抗
し

た
松
山
藩
の
再
興
が
認
め
ら
れ
た
際
、
甕
江
は
賞
禄
を
受
け
、
つ
い
で
権
少
参

事
に
任
命
さ
れ
る
が
、
固
辞
し
た
。
明
治
三
年
、
東
京
深
川
で
私
塾
を
始
め
、

の
ち
、
牛
込
に
移
っ
た
。
六
年
、
文
部
省
家
居
修
史
を
委
嘱
さ
れ
た
。
修
史
局

が
建
て
ら
れ
、
一
等
修
撰
に
任
命
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
学
士
院
が
置
か
れ
、
同

会
員
と
な
っ
た
。
十
四
年
、
天
皇
に
従
っ
て
北
巡
し
た
。
こ
の
年
、
宮
内
省
四

等
出
仕
に
補
さ
れ
、
大
学
教
授
を
兼
任
し
た
。
十
八
年
、
勲
六
等
に
叙
せ
ら
れ
、

単
光
旭
日
章
を
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
文
学
博
士
を
受
け
た
。
二
十
二
年
、
諸
陵

頭
に
任
命
さ
れ
、
勅
任
二
等
、
従
四
位
に
叙
せ
ら
れ
、
図
書
寮
博
物
館
事
を

掌
っ
た
。
ま
た
、
華
族
女
学
校
講
経
と
な
る
。
貴
族
院
が
建
て
ら
れ
る
と
、
二

年
間
、
貴
族
院
議
員
を
務
め
た
。
東
宮
侍
読
を
務
め
た
。
明
治
二
十
九
年
、
宮

中
顧
問
官
に
任
命
さ
れ
、
勅
任
一
等
、
従
三
位
に
の
ぼ
っ
た
。
同
年
二
月
二
日
、

死
去
。
甕
江
は
他
人
と
の
間
に
敷
居
を
設
け
ず
、
そ
の
話
は
ユ
ー
モ
ア
に
富
み
、

人
々
を
よ
く
喜
ば
せ
た
。
し
か
し
、
話
が
大
義
に
及
ぶ
と
、
襟
を
正
し
て
抗
弁

し
、
毅
然
と
し
て
屈
し
な
か
っ
た
。
そ
の
学
問
は
宋
学
を
基
礎
と
し
、
さ
ら
に

明
清
諸
家
に
渉
り
、
博
く
経
史
百
家
に
通
じ
た
（
上
掲
『
漢
学
者
伝
記
集
成
』）。

（
31
） 

以
上
『
千
葉
県
議
会
史
』
議
員
名
鑑
、
四
八
二
頁

（
32
） 

『
佐
原
町
誌
』
全
、
一
九
七
三
、
名
著
出
版
、
四
七
頁

（
33
） 

以
上
、
上
掲
『
千
葉
県
議
会
史
』
議
員
名
鑑

（
34
） 

以
上
、
上
掲
『
佐
原
町
誌
』
全

（
35
） 

以
上
、
上
掲
『
佐
原
町
誌
』
全
、
四
五
〜
五
三
頁

（
36
） 

『
佐
原
市
史
』
佐
原
市
役
所
、
一
九
六
六

（
37
） 

以
上
、
上
掲
『
佐
原
町
誌
』
全

（
38
） 

伊
藤
祐
真
に
つ
い
て
は
、
前
前
稿
で
触
れ
た
が
、
そ
の
後
、
知
り
得
た
事
実
が

あ
っ
た
た
め
、
大
幅
な
補
足
を
加
え
、
改
め
て
取
り
上
げ
た
。

（
39
） 

『
総
房
人
物
論
誌
』
第
五
編
、
博
聞
館
、
明
治
二
十
六
年
、
二
六
〜
二
七
頁

（
40
） 

伊
藤
家
所
蔵
「
今
富　

伊
藤
家　

系
譜
」

（
41
） 

上
掲
『
総
房
人
物
論
誌
』

（
42
） 

『
房
総
人
名
辞
書
』
六
頁

（
43
） 

以
上
、
上
掲
『
総
房
人
物
論
誌
』

（
44
） 

以
上
、
上
掲
『
房
総
人
名
辞
書
』

（
45
） 

『
房
総
・
町
村
と
人
物
』、
多
田
屋
書
店
、
一
九
一
八
、六
七
四
頁

（
46
） 

株
式
会
社
千
葉
県
農
工
銀
行
編
「
大
地
主
調
（
拾
町
歩
以
上
）」

（
47
） 

旧
今
富
村
円
満
寺
内
伊
藤
家
墓
地
、
伊
藤
祐
真
墓
誌

（
48
） 
『
千
葉
県
議
会
史
』
議
員
名
鑑
、
九
十
九
頁

（
49
） 
上
掲
『
房
総
人
名
辞
書
』
二
十
三
頁

（
50
） 
上
掲
『
千
葉
県
議
会
史
』
議
員
名
鑑
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（
51
） 
上
掲
『
房
総
人
名
辞
書
』
二
十
三
頁

（
52
） 
上
掲
『
千
葉
県
議
会
史
』
議
員
名
鑑

（
53
） 

上
掲
『
房
総
人
名
辞
書
』

（
54
） 

上
掲
『
千
葉
県
議
会
史
』
議
員
名
鑑

（
55
） 

上
掲
『
二
松
學
舎
六
十
年
史
要
』
一
五
頁

（
56
） 

一
〜
二
頁

（
57
） 

一
三
〜
一
五
頁

（
58
） 

杉
浦
重
剛　

幼
名
は
謙
次
郎
、
号
は
梅
窓
、
天
台
道
士
。
安
政
二
年
三
月
三
日
、

膳
所
藩
藩
儒
杉
浦
重
文
の
次
男
と
し
て
、
近
江
国
膳
所
で
生
ま
れ
た
。
藩
校
遵

義
堂
に
学
び
、
さ
ら
に
維
新
後
、
貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
に
入
り
、
制
度
変

更
に
よ
り
、
明
治
八
年
、
東
京
開
成
学
校
を
卒
業
。
同
九
年
、
政
府
留
学
生
と

し
て
英
国
に
渡
り
、
化
学
を
学
ん
で
、
十
三
年
、
帰
国
。
東
京
大
学
理
学
部
博

物
場
掛
取
締
を
経
て
、
十
五
年
に
、
東
京
大
学
予
備
門
長
と
な
っ
た
。
十
八
年
、

退
い
て
、
読
売
新
聞
論
説
に
従
事
。
二
十
年
に
は
、
小
村
寿
太
郎
ら
と
乾
坤
社

を
創
設
し
、
井
上
馨
外
相
の
条
約
改
正
案
反
対
運
動
に
参
加
。
翌
年
、
政
教
社

に
加
わ
り
、
雑
誌
『
日
本
』
発
刊
に
つ
く
し
、
国
粋
主
義
を
唱
導
。
同
年
、
文

部
省
参
事
官
兼
専
門
学
務
局
次
官
と
な
っ
た
が
、
二
十
三
年
、
退
官
し
て
、
衆

議
院
議
員
に
当
選
。
翌
年
、
議
員
を
辞
職
し
た
。
こ
の
間
、
新
聞
『
日
本
』
を

後
援
、
日
本
倶
楽
部
に
参
加
、
大
隈
重
信
外
相
の
条
約
改
正
反
対
運
動
に
尽
力

し
た
。
二
十
三
年
、
東
京
英
語
学
校
長
と
な
り
、
二
十
五
年
に
校
名
を
日
本
中

学
校
と
改
め
、
死
ぬ
ま
で
校
長
を
務
め
た
。
二
十
五
年
か
ら
三
十
七
年
ま
で
、

東
京
朝
日
新
聞
論
説
員
。
ま
た
称
好
塾
を
主
宰
し
て
、
青
少
年
の
教
育
に
力
を

尽
く
し
た
。
ま
た
高
等
教
育
会
議
議
員
、
国
学
院
学
監
、
東
亜
同
文
書
院
長
、

教
育
調
査
会
会
員
を
歴
任
し
た
。
大
正
三
年
、
東
宮
御
学
問
所
御
用
掛
と
な
り
、

倫
理
を
担
当
し
、
同
十
年
に
退
任
。
大
正
十
三
年
二
月
十
三
日
没
。
著
書
『
鬼

哭
子
』
で
「
理
学
宗
」
を
提
唱
し
、
人
事
の
解
釈
に
理
学
の
応
用
を
説
い
て
、

国
粋
主
義
で
も
異
彩
を
放
っ
た
。
ま
た
、
未
開
放
部
落
の
南
洋
移
住
論
を
提
唱

し
た
『
樊
噲
夢
物
語
』
は
国
権
論
的
部
落
解
放
論
の
先
駆
と
し
て
注
目
さ
れ
る

（
以
上
、『
国
史
大
辞
典
』
第
八
巻
、
六
八
頁
）。

（
59
） 

以
上
、
佐
藤
博
之
「
明
治
26
年
吾
妻
山
殉
難
記　

百
年
史
の
一
こ
ま
（
４
）」

『
地
質
ニ
ュ
ー
ス
』no.374

、
一
九
八
五

（
60
） 

以
上
『
松
坂
工
業
高
校
百
年
史
』
山
本
恭
嗣
、
更
家
章
太
発
行
、
二
〇
〇
二

（
61
） 

東
川
吉
嗣
『
西
松
二
郎
先
生
の
人
間
教
育
』
与
野
書
房
、
二
〇
二
二
、九
〜
一
一

頁
。
同
『
芳
菲
山
人
西
松
二
郎
先
生
文
献
案
内
』
与
野
書
房
、
二
〇
二
一
、一
四

〜
一
五
、二
〇
〜
二
二
、三
〇
〜
三
一
頁
。
同
『
正
史
と
外
史
』
与
野
書
房
、

二
〇
二
二
、四
〇
〜
四
五
頁

（
62
） 

上
掲
『
松
坂
工
業
高
校
百
年
史
』

（
63
） 

以
上
、
上
掲
東
川
吉
嗣
著
書

（
64
） 

上
掲
『
松
坂
工
業
高
校
百
年
史
』

（
65
） 

中
洲
曰
、
突
然
而
起
、
忽
然
而
至
、
猶
吾
妻
山
墜
石
亂
飛
。

（
66
） 

梅
山
曰
、
技
師
膽
氣
可
想
。

（
67
） 

中
洲
曰
、
當
時
状
況
如
目
睹
、
使
人
酸
鼻
不
能
再
讀
。
梅
山
曰
、
一
結
有
情
色
、

無
此
不
成
文
。

（
68
） 

上
掲
『
二
松
學
友
会
誌
』
第
弐
輯
、
一
八
九
六
、五
十
七
頁

（
69
） 

上
掲
『
二
松
學
友
会
誌
』
第
三
輯
、
一
八
九
七
、四
十
五
〜
四
十
六
頁

（
70
） 

帰
朝
の
間
、
昌
胤
は
、
上
掲
の
講
堂
の
二
階
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

（
71
） 

梅
山
曰
、
一
句
引
起
多
少
議
論
。

（
72
） 

又
曰
、
一
句
承
上
起
下
。

（
73
） 

又
曰
、
夢
笑
二
字
収
得
甚
佳
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

千
葉
昌
胤　

三
島
中
洲　

川
北
梅
山　

板
倉
中　

杉
浦
重
剛




